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　２　技量付加試験         有　・　無

材　質

アースドリル工法

　　・Ａ種、Ｂ種等の適用種別の仕様は、標準仕様書に準ずる．

　　・筆記により記載された事項は適用する．

　　　適用し、その適用区分は設計図による．

　　・同一項目に　　　印が２箇所以上ある場合は、共にこの工事に

（　　　印は適用しない）

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

図面の表示

杭基礎

49.572

16.524

１．適　　　用

　１回

　Ｂ種

　Ｃ

柱　　　　梁

　Ｄ２９

　１．工事名称

１．　部材記号　　　　　　Ｆ　　基　　礎　　　　　Ｐ　　間　　柱　　　ＫＷ　　片持階段壁　　　　Ｔ　　つなぎ梁 ２．　鉄筋記号

異　形 Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９

記　号

３．　その他表示記号

・床の段違い ＦＬ－

Ｗ１５

Ｄ１０ Ｄ３２ Ｄ35 Ｄ38 Ｄ41

ｍ　（　　　　　　坪）

ｍ　（　　　　　　坪）

柱　　　　梁

タイプ

スリット位置
備　考

材　　質 材　　質

　Ａ

　ＢＣＲ２９５

　Ｂ

　ＢＣＰ２３５

　ＢＣＰ３２５

　Ｃ

　ＳＴＫＲ４９０

　ＳＮ４００

　ＳＮ４９０

　ＳＳ４００

　ＳＭ４９０Ａ

　ＳＳＣ４００

種　　類 ボルト呼称 製　品　指　定　等

　Ｆ８Ｔ

　Ｆ１０Ｔ

　Ｓ１０Ｔ

溶融亜鉛メッキ

　　　高力ボルト

  Ｂ 　ＳＴＫＲ４００

試験の種目 条　　　件箇所数

　杭の打撃試験

長　さ

ｍ

供試体　　　本杭

　　　　　　専用試験杭

　杭の載荷試験 最大荷重

kN

最大荷重

kN／㎡

　平板載荷試験

（ｍｍ）

セット数

１
２

長期杭設計

　杭　径

　杭　長

　試験杭

セット数 備　　考

（ｍｍ）

　杭　径

２

６０以下

１８ ２５（２０）

３

５５以下

寸法

　　　（ｍｍ）

310

340

リバ－ス工法

Ｎ／ｍｍ

Ｂ種

Ａ種

寸　　　法

（ｍｍ）

セット数

１

２

長期杭設計 杭　長

施工箇所

材　　料

２

　６　砂利地業

　ｍｍ

kN／ｍ

土間下

　アンカ－ボルト

　頭付スタッド

　タ－ンバックル

〃

〃

〃

　普通ボルト

名　　　称 材　質 備　　　　考

ＪＩＳ規格品

使用鉄筋径

　Ｄ１０ 　Ｄ１３　ＳＤ２９５Ａ

規格品

　Ｄ１６

ＪＩＳ

　ＳＤ３４５

　Ｄ１９ 　Ｄ２２ 　Ｄ２５

規格品

ＪＩＳ

　Ｄ３２

　ＳＤ３９０

　Ｄ３８

規格品

ＪＩＳ

　Ｄ４１

　　階柱　～　　階床

　　階柱　～　　階床

基　礎・基礎梁

土　　間

施　工　箇　所

設計基準強度

Ｆｃ

品質基準強度

Ｆq

２

（Ｎ／ｍｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　（鉄筋径　　　　　　　　　　　　　）

　Ｄ３５

　Ｄ４１

　ＳＤ490

規格品

ＪＩＳ

　Ｄ３８

　Ｄ３５

大臣

認定品

　S10 　S16

　Ｕ10.7　Ｕ9.0　Ｕ7.1 　Ｕ12.6

高強度せん断補強筋

　S13

荷下ろし地点

におけるｽﾗﾝﾌﾟ

28 91

検査基準検査率

（％）

検査方法検査箇所

ＪＡＳＳ６

による

による

　超音波探傷突合せ溶接部

鋼構造建築溶接部の

・同解説

（日本建築学会）

　　　　％

超音波探傷検査規準

標準仕様書

施工箇所

屋　外

屋　内

ごしらえ

素地

さび止め塗料

　１種

　２種

　１種

　２種

塗　り　回　数

製作工場 工事現場

　１回

　２回

　２回

　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種

　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種

施工箇所 規格種別種　類

施工箇所 規　格 記　号

ＨＤＺ５５

　普通　　防水

　普通　　防水

　Ａ種

　Ａ種

　Ｂ種

SS400

SS400

SNR400

100

２

18 18

３

Ｘ・Ｙ方向共　ルート２

建　築　工　事　共　通　仕　様　書

建築工事特記仕様書＜躯体工事＞

　１　一般事項 　４　鉄筋工事

建　　物　　概　　要

　４．主要用途

　５．工事種別　　　新築　　増築　　改築

　６．主体構造　　　ＲＣ　・　Ｓ　・　ＳＲＣ　・　ＰＣ　　造

　７．階　　数　　　地下　　階　　地上　　階　　塔屋　　階

　８．基礎・地業

　９．建築面積

１０．延床面積

１１．増築予定　　　有　　　無

１２．構造計算ルート

　２．建築主　

　３．建設地

２

２

　　建築工事共通仕様書の構成は、本文、及び本文に記載なき事

　　項については公共建築工事標準仕様書（国土交通省大臣官房

官庁営繕部監修、社団法人公共建築協会編集、平成28年版，

以下標準仕様書という）に記載された内容とする．

２．係員の定義

　　標準仕様書中、監督職員とあるのは係員と読みかえる事とし、

　　係員とは工事の監理者（請負契約書に記載された者）及び業

　　務代行の設計担当職員とする．

３．設計図書の定義

　　設計図書とは下記のものをいう．また、疑義が生じた場合は、

　　係員と協議の上決定するが、設計図書の関連事項が相互間に

　　相違あるときの優先順位は、原則として下記の番号順とする．

　　（１）　官庁指示事項（確認通知書記載事項）

　　（２）　質疑応答書

　　（３）　図説指示事項（現場指示事項を含む）

　　（４）　建築工事特記仕様書

　　（５）　設計図

　　（６）　基準図・要領図

　　（7）　建築工事標準仕様書

４．材料及び工法の指定

　　設計図書に示す製造所名、製品名、施工業者名等の材料及び

　　工法について同等品を使用する場合は、係員の承諾を受けて、

　　当該製造所等の仕様により行うことができる．

５．工事監理

　　設計図書に明示された品質を実現するために行う工事監理は、

　　別に定める工事監理業務要領に基づき、係員と現場代理人等

　　が行う．

６．自主管理

　　現場代理人等は施工管理に際し、監督官庁等及び係員の承諾、

　　指示等によるほか、自主的かつ責任のある判断に基づき、積

　　極的に品質管理に当らなければならない．

７．提出図書及び工事中の写真

　　工事監理業務要領に基づき、係員と協議の上遅滞なく提出す

　　る．

８．図　　　説

　　工事の着工に先だち、係員は現場代理人等に対し、設計図書

　　の説明を行う．

９．監理用図書等の保管

　　確認通知書、監理用図書、決定見本材料等は、係員の指示に

　　より、厳重に整理保管する．

　１　適用範囲

　　・項目、細目、特記事項等は　　　印のものを適用する．

材　　　料種　別

　Ａ種

　Ｂ種 根切り土の中の良質土

工　　　法

水締め、機器による締固め

機器による締固め

機器による締固め　Ｃ種

　Ｄ種 再生コンクリート砂

他現場の建設発生土の中

の良質土

水締め、機器による締固め

山砂の類（ﾌﾟｰﾙ撤去部）

　１　埋めもどし及び盛り土

　２　土工事

　（注）　埋戻し及び盛土の種別がＢ種又はＣ種で、土質が埋戻し及び盛土

　　　　　に適さない場合は係員と協議すること。

　２　残土処分

　　　構外に搬出し適切に処理する．

　３　地業工事

　１　試　　験

　２　既製コンクリ－ト杭地業

　　杭の種別　　　　　　　　　ＰＨＣ杭　（　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種）

　　　　　　　　　ＰＲＣ杭　（　　種）

　　　　　　　　　ＳＣ杭

ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固め工法（ケムン工法同等程度）

　　工法の種類　　　打込み工法

　　　　　　　　　　セメントミルク工法

　　杭先端位置　　　　　　　　　　　　　　　ＧＬ　－　

ｍ

　　使用くい

（長さ　　＋　　）支持力

（kN／　本）

　３　場所打ちコンクリ－ト杭地業

　　　工　　　　法

オールケーシング工法 ＢＨ工法

深礎工法 鋼管コンクリート杭工法　

　　　底ざらい工法 ポンプリフト工法 底ざらいバケット工法

ベントナイト安定液　　　孔壁維持工法

　　　杭先端位置 支持層

ＧＬ　－　　　　　ｍ

　　　使用セメント　　　

　　　コンクリ－ト　　設計基準強度　Ｆｃ＝

高炉セメントＢ種  普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

　　種　別

水セメント比の

　最　大　値

( % )

所要スランプ

　　（ｃｍ）

粗骨材の最大

単位セメント

量の最小値

　　　（ｋg／ｍ　）

　（注）　１．（　）内は、砕石及び高炉スラグ砕石使用の場合

　　　　　２．無水堀りの場合はＡ種、それ以外はＢ種とする。

　　　　　３．評定工法の場合は，評定内容による。

　　　鉄　　　筋　　

　　　　　　　　　　　　ＨＯＯＰ筋　　

　　　　　　　　　　　　主　　　筋　　　　　　ＳＤ３４５

　　　　ＳＤ２９５Ａ

　　　　　　　　　　配筋は杭配筋基準図等の構造図による。

支持力

（kN／本）

長期杭設計

　４　鋼杭地業

　　　杭の種別

　　　杭の材種

　　　工法の種類

　　　杭先端位置　　　　　　　　　　　　　　　ＧＬ　－　　　　　ｍ

　　　使用杭

（長さ　　＋　　）

　５　直接基礎

　　　設計地盤支持力

　　　支持層　　　　　　　　　　　　　　　ＧＬ　－　　　　　　　ｍ

1.21

　７　捨コンクリ－ト地業

呼び強度

　　　　　　　　　Ｆｃ＝　１８Ｎ／ｍｍ　

２

　　　　　　　　　　　厚　　　　さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆｃ＝　　　Ｎ／ｍｍ　

基礎：60　地中梁：60

基礎・地中梁

　砕石　砂利　クラッシャラン

　砕石　砂利　クラッシャラン

厚さ

（ｍｍ）

100

　１　材　　　料

　２　加工及び組立て

　　　鉄筋の継手　　　ガス圧接　（鉄筋径Ｄ１９以上　　　　　　　　）　３

　　　配筋要領は、特記なき場合配筋基準図による。

　　　　　　　　　　　重ね継手　（鉄筋径Ｄ１６以下　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　重ね継手　（鉄筋径Ｄ１９以上　　　　　　　　）

　４ 　　　圧接後の試験　　引張試験
超音波探傷試験

配筋基準図による

40ｄ以上とする

　５コンクリ－ト工事

　特記なき限り、ＪＡＳＳ５（２００９年版）による.

　１　普通コンクリ－ト

28 91　　S　の最小値は3とし、暑中コンクリート適用期間は6とする.

　リートの打ち込みから材齢28日までの予想平均気温に応じて定める.

・構造体強度補正値は、　S　を標準とし、セメントの種類、コンク

　Fm　=　Fq　+　ｍSn

　値（S)を加えた値以上とする.

・調合管理強度（Fm)は、品質基準強度（Fq)に構造体強度補正

・耐久設計基準強度（Fd)　　　N/mm

・品質基準強度（Fq)は、FcとFdのうち大きい方の値とする.

２

　　　　使用セメント　　普通ポルトランドセメント

　　　　混和材料　　　　ＡＥ減水剤　　　流動化剤（　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　高性能ＡＥ減水剤（　　　　　　　　　　　）

・水セメント比の最大値は、普通ポルトランドセメント及び混合

　セメントA種の場合65％、混合セメントB種の場合60％とする.

　２　　　　　コンクリ－ト

　３　コンクリ－ト中の塩化物量

　　　塩化物イオン量として0.3kg／ｍ　以下とする．

３

　４　コンクリ－ト中のアルカリ総量（ポルトランドセメント使用の場合）

　　　Ｎ　Ｏ換算3.0kg／ｍ　以下とする．

３

　５　単位セメント量

　　　270kg／ｍ　以上とする。

　６　単位水量

　　　185kg／ｍ　以下とする。

　７　屋根勾配

スラブ増打 水　平

勾　配

勾　配

スラブ

水　平

水　平

勾　配

備　考

梁勾配

梁増打

　梁

３

３

　８　柱・梁スリットタイプ

　（注）タイプは　配筋基準図　　による。

　９　せき板，支柱の最小存置期間

コンクリート材令による

コンクリート圧縮強度による

　10　構造体強度判定用供試体の養生方法

標準養生による

現場水中養生による

・標準養生の場合、又は現場水中養生で材齢28日までの平均気温が20°

　以上の場合は、供試体の圧縮強度が調合管理強度以上で合格とする.

・現場水中養生で材齢28日までの平均気温が20°未満の場合は、品質

　基準強度+3N/ｍｍ　以上で合格とする.

2

　６　鉄骨工事

　特記なき限り、ＪＡＳＳ６（２００７年版）による。

　１　鉄骨製作工場　　　　　グレード

M

　　　技量付加試験は，ＡＷ検定協議会の方法を準用して行い，ＡＷ検定

　　　有資格者については，係員との協議によりこれを免除する場合がある。

　３　材　　　料

　Ｍ１６ 　Ｍ２０

　Ｍ２２

　　　ボルトナット及びアンカ－ボルト等

　４　工作一般

　　　鉄骨工作は、特記なき場合鉄骨基準による．

　　　鉄筋の貫通孔は鉄筋の差し込みに支障のない限り、鉄骨基準図

　　　に従い加工し、穴あけは工場でドリルあけとする．

　５　溶接接合

　　　溶接完了後の検査　　（工場自主検査１００％）

　（注）第三者検査は原則として当該工事の鉄骨製作工場に所属しない

　　　　検査機関が行うものとする．

　６　さび止め塗装

　　　素地ごしらえ及びさび止め塗装の種別

　（注）耐火被覆材を接着する面は原則として塗装しない．ただし、

　　　　塗装する場合は耐火被覆材との接着性に留意する.

　　　　耐火被覆工事は仕上げ工事による.

　７　溶融亜鉛メッキ

　　　前処理及び亜鉛メッキの種別

　ＪＩＳ　Ｈ８６４１

　７　コンクリートブロック工事

　　　補強コンクリ－トブロック積み

　８　梁貫通補強

　９　その他

　10　建築設備の構造安全性の確認

令第１２９条の２の４の事項　　　　※ ■は、設計が該当する場合を示す。

・　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の

　構造方法による。

■　　建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐

　　食又は腐朽のおそれがないものとすること。

□　　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持

　　構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造

　　耐力上主要な部分に、緊結すること。

□　　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又

　　は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、９０㎝以下

　　とすること。

□　　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝

　　以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが２５㎝以上の無筋コンクリート造

　　、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

■　　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　　　　支障のない構造とすること。

　　■　　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上

　　■　　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配

　　　　管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　■　　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合

　　　　において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措

　　　　置を講ずること。

　　■　　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを

　　　　用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずる

　　　　こと。

□　　法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽

　　、煙突その他これらに類するものにあっては、建設省告示第１３８９号によ

　　り、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものと

　　すること。

　　　　　　　　　　　　ＦＧ　　基礎大梁　　　　　Ｇ　　大　　梁　　ＥＫＷ　　階段付耐震壁　　　Ｖ　　鉛直ブレース

　　　　　　　　　　　　ＦＢ　　基礎小梁　　　　　Ｂ　　小　　梁　　　ＣＧ　　片持大梁　　　　　Ｈ　　水平ブレース　

　　　　　　　　　　　　ＦＷ　　　　　　　　　　　Ｓ　　床　　版　　　ＣＢ　　片持小梁　　　ＣＲＧ　　クレ－ンガ－ダ－

　　　　　　　　　　　　ＦＳ　　　　　　　　　　　Ｗ　　　　　　　　　ＣＳ　　片　持　床　　　ＨＲ　　ホイストレ－ル

　　　　　　　　　　　　　Ｃ　　　　　　　　　　ＥＷ　　　　　　　　　ＨＢ　　横使い梁　　　　ＴＲ　　トラス

壁圧耐

地 下

版

壁

柱

耐 震 壁

　　・伏図の階段

　　・ピット・床・その他の開口

・鉄筋コンクリ－ト壁

・ブロック壁

階段

24 27

ＳＴＫ４００　ＳＴＫ４９０

回転埋設工法

支持力

（kN／　本）

先端羽根付鋼管杭

４

φ-216.3×8.2

４００

21

21

　５　柱仕口内の梁主筋の定着長（L2)

SD490,SS400

　ＪＩＳ　Ｋ５６７４

　ＪＩＳ　Ｋ５６７４

　補修塗り

　補修塗り

　１回

　１回

松阪市立嬉野中学校校舎大規模改造工事

エレベーター設置工事

松阪市嬉野下之庄町1725の一部

中学校

７．４

６ｍ

構 造 特 記 仕 様 書

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

S-01

（ 第 ２ 期 ）

２０２２．１



特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

隣り合う継手の位置

鉄筋の折り曲げ 鉄筋の定着及び継手長さ 基礎梁接合部補強

基礎梁の継手及び定着

ガス圧接

溶接金網の継手及び定着の長さ　

基礎梁のあばら筋　

杭頭処理

鉄筋の間隔

鉄筋のかぶり厚さ

（溶接金網を含む）

A.鉄筋の折り曲げ形状及び寸法 ａ．重ね継手の場合

〈フック無〉

〈フック有〉

ｂ．圧接継手の場合

Ａ．　≦１０００の場合

Ｂ．　＞１０００の場合

Ａ．一般事項　

Ｂ．独立基礎の場合　

　　ａ．基礎梁にスラブがつかない場合　

　　ｂ．基礎梁にスラブがつく場合　

Ｃ．連続基礎又はベタ基礎の場合

Ｂ．壁の場合

〈小梁及びスラブの上端筋の梁内

　折り曲げ定着の投影定着長さ〉

場所打ちコンクリ－ト杭

*小梁下端筋の直線定着の場合はL3とする.

　の投影定着長さ〉

〈梁主筋の柱内折り曲げ定着

ロ．曲げ定着の場合

〈フック無〉

イ．直線定着の場合

〈フック有〉

B.鉄筋のフック

Ａ．重ね継手（　）

フック無 フック有

鉄筋の 設計基準強度　Fc

2

種類 （N/㎜　）

L1 L2 L1ｈ L2ｈ

18 45ｄ 40ｄ 35ｄ 30ｄ

21 40ｄ 35ｄ 30ｄ 25ｄ

SD295A

24≦Fc≦36 35ｄ 30ｄ 25ｄ 20ｄ

39≦Fc≦60 30ｄ 25ｄ 20ｄ 15ｄ

18 50ｄ 40ｄ 35ｄ 30ｄ

21 45ｄ 35ｄ 30ｄ 25ｄ

24≦Fc≦27 40ｄ 35ｄ 30ｄ 25ｄ

SD345

30≦Fc≦45 35ｄ 30ｄ 25ｄ 20ｄ

48≦Fc≦60 30ｄ 25ｄ 20ｄ 15ｄ

21 50ｄ 40ｄ 35ｄ 30ｄ

24≦Fc≦27 45ｄ 40ｄ 35ｄ 30ｄ

SD390

30≦Fc≦45 40ｄ 35ｄ 30ｄ 25ｄ

48≦Fc≦60 35ｄ 30ｄ 25ｄ 20ｄ

24≦Fc≦27 55ｄ 45ｄ 40ｄ 35ｄ

30≦Fc≦36 50ｄ 40ｄ 35ｄ 30ｄ

SD490

39≦Fc≦45 45ｄ 40ｄ 35ｄ 30ｄ

48≦Fc≦60 40ｄ 35ｄ 30ｄ 25ｄ

仕口内投影定着長さ 小梁・スラブ下端筋

鉄筋の コンクリート強度

2

種類 （N/㎜　）

大梁（La) 小梁・ｽﾗﾌﾞ(Lb) フック無（L3） フック有（L3h)

18 20ｄ 15ｄ

SD295A

21≦Fc≦60 15ｄ 15ｄ

小梁

18≦Fc≦21 20ｄ 20ｄ

20ｄ

24≦Fc≦27 20ｄ 15ｄ

SD345

30≦Fc≦60 15ｄ 15ｄ

スラブ 小梁

10ｄ 10ｄ

21≦Fc≦27 20ｄ 20ｄ

かつ

30≦Fc≦36 20ｄ 15ｄ

SD390

150ｍｍ

39≦Fc≦60 15ｄ 15ｄ

以上

24≦Fc≦36 25ｄ -

SD490

39≦Fc≦60 20ｄ -

間　隔

あき(a)

D D

d

R

R

余

長

余

長

（単位：ｍｍ）

D35 D38 D41

40 43 46

36

92.5 100.0 107.5

92.5 100.0 107.5

L1

折り曲げ角度 180ﾟ 135ﾟ 90ﾟ

Ｌ２

L1

L1 L1

L2

０．５Ｌ１
０．５Ｌ１

図

L2

L1ｈ余長

Ｗ１

Ｗ２

SD295A、SD345

3ｄ以上

L1ｈ

D16以下

θ＝４５゜

≦

１

０

０

０

>

1

0

0

0

折

り

曲

げ

直

径

　

R

4-D19

SD295A、SD345

4ｄ以上

D19～D41

L1ｈ L1ｈ

L2

０．５Ｌ１
０．５Ｌ１ｈ

SD390

5ｄ以上

Ｄ１６＠２００

D19～D41

圧接継手

SD490

Ｌ２

Ｌ２

6ｄ以上

D29～D41

（注）　よこ筋　　－Ｄ１０－＠２５０

（注）　たて・よこ筋共　Ｄ１３－＠２００ダブル

* *

鉄筋の余長
4ｄ以上 6ｄ以上 8ｄ以上

たて筋　２－Ｄ１０　ピッチＳＴＰと同じ Ｗ２：特記なき限り壁厚は梁幅と同じ

４００ｍｍ

Ｗ１：壁厚は梁幅と同じ

*片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側先端、幅止め筋の先端で、

　90°フック、135°フックを用いる場合の余長は4ｄ以上とする.

（注）ｄは異形鉄筋の呼び名に用いた数値とする．

作業可能範囲

（ａ）～（ｅ）に示す鉄筋の末端部にはフックを付ける．

作業可能範囲

（１）梁筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし，引き通すことができない場合は柱内に定着する.

技量資格種別

（ａ）　あばら筋，帯筋及び幅止め筋

鉄筋の種類

鉄筋径

（２）主筋のカットオフ位置は設計図によることとし、特記のない場合は下記による.

SD295A,SD295B,SD345,SD390

　Ｄ２５以下

１　　種

（3）仕口内定着において、主筋の長さが直線部で確保できる場合でも90°フックを設ける.（８ｄ以上）

SD295A,SD295B,SD345,SD390

　Ｄ３２以下
２　　種

SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490

　Ｄ３８以下

３　　種

４　　種
SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490

　Ｄ５１以下

Ｈ Ｈ

※SD490を圧接する場合は施工前試験を行う。

　　　　　　　　　　　　La以上（かつ3/4H以上） 　　　　　　　　La以上（かつ3/4H以上）

／４端部
／４端部 ／２中央部

L2

圧接可能な鉄筋の種類の組合せ

鉄筋の種類 左覧の鉄筋と圧接可能な鉄筋種類

(mm)

最小かぶり厚さ

設計かぶり厚さ

L2 15d

SD295A SD295A,SD295B,SD345

部　　　　　　　　　位

(mm)

SD295B SD295A,SD295B,SD345

20

30

屋　　内

SD345 SD295A,SD295B,SD345,SD390

スラブ　　・　　非耐力壁

D

H

屋　　外

２０ ３０

*40

（注）１．継手中心位置は下記による．

SD390 SD345,SD390,SD490

30 30

土に接しない部分

下端筋　　中央部　　　／２以内

40
上端筋　　中央部　　　／２以内

屋　　内

SD490 SD390,SD490

L

柱　・　梁　・　耐力壁

30 ４０

屋　　外 **50

Ｈ：１．４Ｄ以上

４０擁　　壁　・耐圧スラブ
　　　50

Ｈ Ｈ

（注）

Ｌ：１．１Ｄ以上

　　　　　　　　　　　　La以上（かつ3/4H以上） 　　　　　　　　La以上（かつ3/4H以上）

４０柱　・　梁　・　スラブ　・　壁

50

１．ガス圧接継手はＤ１９以上の異径鉄筋に用いる．

土に接する部分

／４端部／４端部 ／２中央部

６０基　　礎　・　擁　　壁　・　耐圧版

70

L2

15d 15d

15d
L2

15d

（注）１．継手中心位置は下記による．

下端筋　　端　部　　　／４以内

上端筋　　中央部　　　／２以内

は１節半以上かつ１５０ｍｍ以上

鉄筋

Ｈ Ｈ
鉄筋

　　　　　　　　　　　　La以上（かつ3/4H以上） 　　　　　　　　La以上（かつ3/4H以上）

／４端部
／４端部 ／２中央部

L2

L2

L1

L3 L2

L2 L2

15d 15d

L2

15d

15d

（注）１．溶接金網はＪＩＳ　Ｇ３５５１（溶接金網）の規格品とする．ただし網目の形状，寸法及び

２．溶接金網のかぶり厚さはき裂防止等の構造用配筋以外に使用する場合は配筋基準によらな

L2隣り合った鉄筋のあき（ａ）は，図面に指示のない限り原則として粗骨材の最大

（注）１．継手中心位置は下記による．

下端筋　　中央部　　　／２以内

上端筋　　端　部　　　／４以内

基礎梁あばら筋の組立ての形及びフックの位置は大梁の項による。

ただし、梁せいが１５００ｍｍ以上の場合は下記によることができる。

d

≧８ｄ

（注）　余盛り（ｈ）は以下とする

余

Ｌ

１

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32
呼び名

盛

ｈ

コンクリート打継ぎ面

（イ）無水堀りの場合　　　ｈ≧５００

り

11 14 18 21 25 28 33最外径（Ｄ）

（ロ）無水堀り以外の場合　ｈ≧８００

基礎下端

１

０

０

L1ｈ

36.0 39.0 43.0 49.5 58.0 65.5 76.5 84.0

20

鉄筋間隔

42.3 45.3 49.3 52.3 58.0 65.5 76.5 84.0

25

鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきも同様とする。

d d

R

（ｂ）　柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭

（ｃ）　梁主筋の重ね継手が梁の出隅及び下端にある場合（基礎梁を除く）

（ｄ）　煙突の鉄筋　（壁の一部となる場合を含む）

（ｅ）　杭基礎のベ－ス筋

仕上げあり 仕上げなし

１．＊は耐久性上有効な仕上げのある場合，３０ｍｍとしてよい．

（注）

２．＊＊は耐久性上有効な仕上げのある場合，４０ｍｍとしてよい．

3．打放し仕上の場合は，図面に指示をする．特に指示のない場合は構造断面より屋外

4．耐酸・耐熱・海水等の特殊な場合及び塩分を含む骨材を使用する場合のかぶり厚は

5．柱，梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合，主筋のかぶり厚さは径の１．５倍以

6．高炉セメントＣ種，シリカセメントＣ種及びフライアッシュセメントＣ種を用いる

は２０ｍｍ以上ふかすものとする．

特記による．

上とする．

場合は，調合，部材の大きさなどに応じて定め，係員の承認を受ける．

寸法の１．２５倍以上，２５ｍｍ以上かつ異形鉄筋の呼び名に用いた数値の

１．５倍以上とする．

２．有害なひび割れ，偏心（Ｄ／５以上）がある場合はやり直すこと.また、圧接端面は直角にみがくこと.

３．同一種類の鉄筋でその径または呼び名の差が５ｍｍを超える場合は圧接してはならない.

４．突き合わせた圧接端面はなるべく平行とし，周辺の隙間は３mm以下とする.

鉄線の径は特記による．

くてよい．

（ハ）深礎の場合，余盛りは係員との協議による．

Ｃ．スラブの場合（　）

は１節半以上かつ１５０ｍｍ以上

（注）

定着基点 定着基点

L1、L2又はL3 L1ｈ、L2ｈ又はL3ｈ

L2

L1又はL2

La

Lｂ

(ただし柱せいの3/4以上）

L

L3

余

長

以

上

余

長

以

上

L3ｈ*

１．L1　：重ね継手の長さ及び、2.以外の直線定着の長さ.

　　L1ｈ：フック有重ね継手の長さ、及び2.以外のフック有定着の長さ.

2．L2　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ.

　　L2ｈ：割裂破壊のおそれのない箇所へのフック有定着の長さ.

3．La　：梁主筋の柱内折り曲げ定着の投影長さ.（基礎梁、片持ち梁、片持ちスラブを含む）

　　Lｂ　：小梁及びスラブの上端筋の梁内折り曲げ定着の投影長さ.（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く）

4．L3　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ.（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く)

　　L3ｈ：小梁の下端筋のフック有定着の長さ.（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く)

5．表中のｄは異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない.

6．主筋及び耐力壁の重ね継手長さは、特記なき限り40ｄ（軽量コンクリートの場合は50ｄ）と上表の重ね

　　継手長さのうち大きいほうとする.

7．径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細いほうのｄを用いる.

8．フック有の場合は、フックの部分の長さを含めない長さとする.また、中間部での折り曲げは行なわない.

9．D35以上の異形鉄筋においては、重ね継手を用いないものとする.

10．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする.（主筋及び耐力壁の重ね継手長さを除く）

配 筋 基 準 図 ( 1 )

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

S-02

（ 第 ２ 期 ）
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　　　　　・全数引き通せる場合でも，上端筋は，２本以上を柱に定着する．

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

（外端）

Ａ．小梁の継手及び定着

Ｂ．小梁の大梁あるいは小梁への定着

Ａ．主筋の継手及び定着

最上階

Ｂ．継手位置

Ａ．定　　着

Ｃ．斜め柱・斜め梁

Ｄ．絞り

Ｅ．二段筋の保持

Ｈ.スパイラル筋の定着及び重ね継手

ハンチの

ある場合

一般階

Ｃ．片持梁（先端に小梁のない場合）

F．帯筋（ＨＯＯＰ）

Ｃ．二段筋受筋形状

Ｄ．副あばら筋形状

Ｅ．腹筋（特記なき場合）

柱 大　梁 　　小梁・片持梁

　　はりの貫通孔の補強

L

15d

H

15d

2

2

L

L

L

1

1

のものを２本重ねたものとする．

より１サイズ太い鉄筋又は同径　

はり

柱

ａ）段違い梁

吊り上げ筋は，一般のあばら筋

2
L

15d 15d

D

15d15d

15d

/2/4

０ ０

D
/4

００

L
2

０

　（注）１．原則として、梁筋は柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する.また、やむを得ず

（継手）

1

L 

０

（継手）

1L

La（かつ３／４Ｈ以上）

La（かつ３／４Ｈ以上）

La（かつ３／４Ｈ以上）

2
L

L 2

L
2

L

H

（余長）

2

Ｄ≦１００

D

はり

ｂ）主筋の梁内定着

2

L

15d
（余長）

/4

０

D
/4

2

L

（継手）

1L

はり

L

2

15d

はり

柱

La（かつ３／４Ｈ以上）

La（かつ３／４Ｈ以上）

2

L

2
L

かぶり厚さ

1

5

d

h

o

/

2

+

1

5

d

L

2

h

ｏ

１．柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ２．柱幅と斜材幅が異なる ３．柱脚で斜材となる

2

L

 

 

2

L

 

 

2

L

 

 

2

L

 

 

L

 

 

2

柱 (D) (D)柱

2

P

P

P

P

P

梁

L

 

 

2

柱

(

D

)

L

 

 

(

D

)

イ

イ

イ

イ

L

2

定着及び余長

≦

３

／

４

ｈ

ｏ

≧

５

０

０

か

つ

≦

１

５

０

０

上階の柱主筋

が多い場合

イ

(注)

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本

e

1

0

0

1

0

0

D

ｅ≦Ｄ／６

6d

6d

h

ｏ

≦

３

／

４

ｈ

ｏ

≧

５

０

０

か

つ

≦

１

５

０

０

1

5

d

h

o

/

2

+

1

5

d

L

2

が多い場合

※

※

=

1

.

5

D

※

=

1

.

5

D

2.  は１サイズUPの鉄筋２本とし、かつ2-D13以上とする　　　

下階の柱主筋

4

0

0

15d

e

D

L

２

Ｌ

１

１５０ｍｍ以上 １５０ｍｍ以上

L

2

折り曲げ形状による

150≧ｅ＞Ｄ／６

※eが150を超える場合は特記による

4

d

a

4

d

a

a

a

a

a

6φ@1,000

6φ@1000

a=２５ｍｍ，１．５ｄの大きい方

  （注）

  １．柱頭の定着で、Ｌ２が確保できない場合は特記による。

ｏ3
h

/

4

帯筋割付

６

ｄ

以

上

６

ｄ

以

上

１

３

５

°

１

３

５

°

タイプ１
タイプ２

　　（注）

　　　１．上図のタイプ１または２とすることができる．

　　　２．フックの位置は交互とする．

４

ｄ

以

上

６

ｄ

以

上

G．副帯筋

梁面より割り付ける．

に取り合う部分）の梁上端筋の直上に配置する。

第一帯筋は柱梁接合部内（両方向の梁と柱が同時

@

1

.

5

P

2

@

1

.

5

P

1

@

P

2

スパイラル筋の末端の処理及び継手は下記による．

d

角形スパイラル筋 円形スパイラル筋

（重ね継手）

１３５゜折り曲げ

余長６ｄ以上

１３５゜折り曲げ

余長６ｄ以上

d

の添巻

１．５巻以上

d

６ｄ以上余長

６

ｄ

以

上

余

長

d

１．末端部

２．中間部

５０ｄ以上

５０ｄ以上

@

P

1

　　　　a：２５ｍｍ，１．５ｄ

　　　　　　の大きい方

2-D10

　　　　２とすることができる．

　　　　係員の承諾を得てタイプ

（注）　タイプ１を原則とする．

６００≦Ｈ＜９００

≧

４

ｄ

a

≧

６

ｄ

≧８ｄ

2.1.

≧

４

ｄ

≧

４

ｄ

タイプ２又は３，Ｔ形梁はタイプ１～４とすること

（注）１．タイプ１を原則とする．係員の承諾を得てＬ形梁は

≧≧

6

d

6

d

≧

６

ｄ

≧

６

ｄ

≧

８

ｄ

≧

８

ｄ

≧

８

ｄ

１３５°

タイプ1 タイプ２ タイプ３
タイプ４

@P

あばら筋及び腹筋の割付け（間隔が一様な場合）

≒３０

Ｂ．あばら筋（ＳＴＰ）

2-D10 2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

H

９００≦Ｈ＜１２００ １２００≦Ｈ≦１５００

≦＠Ｐ

≒３０

はり貫通孔の補強は特記による．特記がなければ下記による．

/4０

15d

L

2
/4０

15d

15d

0/4

15d

15d

/6０

０

/4

０

LｂかつB/2以上

L （継手）

1

L （継手）

1

L3、L3h

０

/2

L （継手）

1

B

（水平断面）

2L

上端筋

2

L

下端筋

斜め定着 斜め定着

LｂかつB/2以上

L3h

B

（垂直断面）

　　　2.片持梁の場合

（注）１．小梁の場合

０

０ ０

　 　 　 　 　

L

L
2

*

Laかつ3/4D以上

2
L

2
/

3

１５ｄ（余長）

L3、L3h

D

１．孔の径は，はりせいの１／　３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする．

５００≦Ｄ＜７００　　ｄ≧１７５

ｄ

Ｄ

下

縦筋上

横筋

斜め筋

斜め筋

縦筋

あばら筋

下 縦筋

主筋

上 縦筋

横筋

縦筋

縦筋

Ｌ１

Ｌ

１

Ｌ

１

Ｌ１

Ｌ１Ｌ１

図１

図２

７００≦Ｄ＜９００　　ｄ≧２００

９００≦Ｄ　　　　　　ｄ≧２５０

  ２．異形鉄筋使用で上又は下にさらに柱がない場合（基礎に定着の場合は除く）の柱主筋の内、四隅の

　  　主筋の末端部にはフックを付ける。

  ３．異形鉄筋使用で柱主筋の内、四隅の主筋が途中階で末端部となる場合の末端部にはフックを付ける。　

  ４．継手中心位置は、梁上５００以上，１５００以下かつ　　　　以下の範囲とする。圧接位置もこれ

    に準ずる。

1.※印の範囲の柱の帯筋は1サイズUPとするか、又はダブル巻きとし@100以下とする

１．末端は１．５巻以上の添巻きをし，６ｄ以上の余長を持つ曲げ角１３５゜の

  フックを付ける．　

２．重ね継手は重ね長さ５０ｄ以上とし，６ｄ以上の余長を持つ曲げ角１３５゜

  のフックを付ける．

３．重ね継手以外の接合方法による継手は，特記及び設計図による．

　　　　　　梁内に定着する場合は、b)図とする.ただし、上階に柱がある場合の定着長さは　　とし、15dは必要ないものとする.

　　　　２．段違い梁はａ）図による．平面上でずれる場合もこれに準ずる．Ｄ＞１００のときは鉄筋を柱内に定着する．

　　　　３．２段配筋の場合は，１ｍ以内ごとに受け幅止メ筋Ｄ１０を入れること．

　　　　４．継手および圧接中心位置は下記による．

　　　　　　上端筋　　中央部　　　　　／２以内

　　　　　　下端筋　　端　部　　　柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　　/4以内

　　　　５．最上階上端一段筋を除く端部仕口内定着において、主筋の直線定着長さがL2hを確保できる場合はフック付定着も可とする.

　　　　　　ただし直線部分でL2が確保できる場合でも直線定着は不可とする.(最上階上端一段筋は折曲げてからL2を確保する）

　　　　6.全筋のカットオフ位置は設計図によるものとし、特記の無い場合は上図による.

ができる．

２．フックの位置はタイプ１の場合は交互とし，タイプ２

の場合はＬ形では床版のつく側，Ｔ形では交互とする．

タイプ３の場合は床版のつく側を９０゜折り曲げとす

る．

注）１．梁成が１５００を超える時，特記なき場合腹筋は＠３００以下とする．

２．幅止メ筋：端部・中央部ともＳＴＰを考慮して＠１０００以内で入れ

ること．

　　　　　・上端主筋の直線定着長さがL2hを確保できる場合は、フックつき定着とすることができる.

継手および圧接中心位置は下記による．

　　　　　　　　上端筋　中央部　　　　/2以内

　　　　　　　　下端筋　外端部　　柱面より　　/6以内　　内端部　　柱面より　　/4以内

　　　　　・先端の折曲げ長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする．

　　　　　・梁筋を引き通さない場合は，取合い部材に定着する．ただし柱に取合う場合は

　　　　　　*最上階は折り曲げてからL2を確保する.

　　　3．片持梁で先端に小梁のある場合

　　　　　・先端小梁終端部の主筋は、片持梁内にL1水平定着する.

　　　　　・先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい.

　　　　　・片持梁小口面は、先端小梁の腹筋を通し筋とする.

２．孔の上・下方向の位置は，図１によるほか、主筋とのかぶり厚さを確保する.

３．孔の中心位置の限度は，柱面から原則として１．5Ｄ（Ｄは，梁せい）以上離す．ただし基礎梁及び耐震壁付枠梁は除く.

４．孔が並列する場合は，その中心間隔は孔の径の平均値の３倍以上とする．

５．縦筋及び上下縦筋は，あばら筋の形に配筋する．

６．補強筋は主筋の内側とする．また，鉄筋の定着長さは図２による．

７．孔の径がはりせいの１／１０以下かつ１５０ｍｍ未満のものは，あばら筋を緩やかに曲げること

　　により孔を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる．

８．既製の開孔補強筋による場合は、評価を取得した工法とし、係員の承認を得て使用するものとする．

　　この場合、各規定は、評価内容によるものとする.

配 筋 基 準 図 ( 2 )
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

床に段違いがある場合の補強・スラブ筋の定着 各階床版の補強

最上階の戸境壁及び妻壁の補強

増築予定

壁（交差部・端部の定着及び配筋）

片持スラブの隅部の補強

スリットの形状

打増し補強

スラブ開口部の補強

Ａ．　　床版に段違いがある場合の補強

(1)スラブの段差≦150

(3)段差が大きい場合(2)150＜スラブの段差≦2ｔ

Ｂ．　　スラブ筋の定着

完全スリット型

タイプ１

スリット幅ｗ：２次壁の高さ（梁の場合は２次壁の長さ）の１／１００以上

タイプ２

Ｌ
２

ｃ．　　逆スラブ

L
ｂ

Ｌ
3

部口

１

開

２

本

本

本

ｎ

Ｌ
１

１

１

Ｌ

１

Ｌ

ｎ

本

Ｌ

ｎ

２

１

ｎ

２

２

（スラブ開口の最大径が７００ｍｍを超える場合は，特記による．）

（注）１．　スラブ開口の最大径が７００ｍｍ以下の場合

（　）

（　）

5-D10@200

・主要構造部となる最上階の全ての戸境壁及び妻壁には斜め補強筋を施す。

（段差が70mmを越え、150mm以下の場合）

（段差が70mm以下の場合）

Ｌ２

D13

Ｈ

D13

Ｈ

350mm

5Ｈ

Ｌ２

スラブ上主筋と同径、同間隔にて補強する。

Ｌ１

Ｌ１

D13

2-D16

2-D16

350mm

＞150

ｔ

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

ｔ

小　梁

１５ｄ

Ｌｘ／４

１－Ｄ１３

Ｌ
３

ａ．　　一般部

Ｌ
２

Ｌ
ｂ

ｂ．　　片持スラブの定着は（イ）又は（ロ）による．

Ｌ３

Ｌ２

（イ）

２５ｄ

１－Ｄ１３

先端 元端

1-D16（　＞1000）

1-D13（　≦1000）

Ｌ2

Ｌ

１－Ｄ１３

３

Ｌ２

（ロ）

２５ｄ

１Ｌ

先端
元端

1-D13（　≦1000）

1-D16（　＞1000）

（注）１．　各階床版の出隅及び入隅部分には補強筋を上端筋の下側に配置する。

２．　補強筋として溶接金網を使用する場合は，係員と協議すること。

３．　２階以上の床版を対象とする。

５－Ｄ１０（　＝1500）

C．床版、壁

50

≧L1

5

0

≧

L

1

B．地中梁

D13

≧L1

50

Ａ．柱、梁

50

≧L1

D13

D13

L

1

≧

L

1

5

0

バーサポート

バーサポート

は，開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋

で周囲を補強し，隅角部に斜め方向に２－Ｄ

１

１０（　＝２Ｌ　）シングルを上下筋の内側

に配筋する．

２．　スラブの開口の最大径が，両方向の配筋間隔

以下で，緩やかに鉄筋を曲げることにより，

開口部を避けて配筋できる場合は，補強筋を

省略することができる．

１，０００

１

，

２

０

０

以

下

梁側

２．　片持スラブのはね出し長さが１，２００を越える場合は特記による。

（注）１．　主筋，配力筋共，設計配筋の１／２倍のピッチにする。ただし，範囲は上図による。

Ｄ１０＠４００程度

t

スリット幅ｗ

250

シーリング材

スリット幅ｗ

シーリング材

Ｄ１０＠４００程度

t

250

スリット幅ｗ

250

Ｌ

Ｌ

２

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｌ２

２

Ｌ

２

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

2
L

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

２
Ｌ

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ａ．単配筋の場合

Ｌ

２

継手

Ｌ

２

＊

壁筋と

同径同ピッチ

Ｌ２

２
Ｌ

２
Ｌ

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２

－

Ｄ

１

３

省略することができる。

＊

Ｕ字型鉄筋は，耐震壁以外は

B．複配筋と単配筋の場合

B．複配筋と複配筋の場合

Ｌ２

２－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｌ
２

D16

打ち増し部分

（ａ）　１方向の打増し

以下
以下

300
300

ａ

Ｌ２

ａ１

Ｌ２

打ち増し部分

（ｂ）　２方向の打増し

以下

以下以下

D16

300

300
300

300以下

300以下

300以下

Ｌ２

ａ２

（70mm≦ａ１，ａ２≦200mmの場合）

（70mm≦ａ≦200mmの場合）

Ａ．柱の打増し補強

打増し部分

（ａ）　下端の打増し

ｂ

ａ

Ｌ２

打増し部分

（ｂ）　上端の打増し

ｂ

ａ

Ｌ２

Ｂ．梁の打増し補強

ｂ≦350mm

の場合　2-D16

の場合　3-D16

ｂ＞350mm

（70mm≦ａ，ａ１，ａ２≦200mmの場合）

（注）　1.　200mm以上の場合は特記による。

2.　構造計画に影響を及ぼすと思われる場合は、構造設計者と協議する。

（ｃ）　側面の打増し

Ｌ２
ａ

D16

D16

（ｄ）　２方向の打増し

Ｌ２

ａ２

ｂ

ａ１

D16

腹筋は、梁の場合と同じとする.

の場合　3-D16

ｂ＞350mm

ｂ≦350mm

の場合　2-D16

Ｌ２

帯筋と同径、同間隔

あばら筋と同径、同間隔

あばら筋と同径、同間隔

帯筋と同径、同間隔

将来増築予定のコンクリート増打部分は、増築時の鉄筋継手工法を考慮して設置する。

配 筋 基 準 図 ( 3 )
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

基 礎 伏 図
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※印は､同等品以上とする｡
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工法

杭支持力

杭引抜支持力

回転埋設工法【大臣認定工法】

Ra＝400KN/本（長期）

柱脚部(ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ)

SN490B (B.PL) [JIS G 3136]

SD490 (A.Bt) [JIS G 3112]

JISR5210

JISA5308

JISG3101

JISG3136
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一般構造用圧延鋼材（SS400）

建築構造用圧延鋼材（SN400B･SN490C）

冷間成形角形鋼管  （BCR295）

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ    （S10T） MBTL－9018※

MSTL－0189

基 礎 詳 細 図
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構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]
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Ｄ

Ｄ

７．本工法の施工及び施工管理

５．工場製作（溶接）

６．工事場施工４．コンクリート柱型

２．柱

１．工法概要

ボルト孔

c

a

1

t

注入口

d

a

2

F値295N/mm 以下

dd

50

X
120

LL

d

b
X

120

d

ベースパック柱脚工法　標準図
３．構成部材・寸法

2019年1月作成

(

e

)

B A

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。
□-150×150 ～ □-300×300 用

ベースパック　型

角形鋼管 （財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

２

2

2

2

2

２

梁主筋

　なくてよい。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　柱型上端近くに配置する。

TSC295

特C標準ﾌﾚｰﾑ特C標準ﾌﾚｰﾑ

400

370

370

-

300

-

-

-

-

-

-
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510
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-
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-

-

-

-

-

-
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640

-

740
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-

-

-

-

-

-

特C

ｱﾝｶｰ

※

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

< 特Cタイプ >

アンカーボルト

適用

アンカーボルト

適用

iii) 特Cタイプ

(N/mm  )

基準強度

490

490

(N/mm )

基準強度

490

490

490

490

490

(N/mm )

基準強度

490

290

260

260

-

-

-

-

-

-

-

l3

190

178

173

168

g2

9

単位 mm

M36

M33

M30

9

9

38
65

SS400

35

60

32

55

材質
t d

g1

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法３．７

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

標準ﾌﾚｰﾑ

D13@100

D13@100

D13@100
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D13@100
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D13@100

D13@100

D13@100
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12-D22
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12-D19
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A
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心

柱
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ト

アンカ－ボルト

けがき線
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柱心

e

1

e1

許

準

標

差

容

-2≦e1≦2

-3≦e≦10

e1

許容差

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

基準高さより誤差は

図

立上り筋

フープ筋

80

80

80

立上り高さ

フーチング天端

あるいは

基礎梁天端

40184838 118

PM39
M39

M39 4012
80

98,135770,810D41
M39 60

696031M39

3

7

8

9

5

1

4

2

3

10

角形鋼管

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

別紙「ベースパック柱脚工法における

●形状

柱型寸法を標準から変更する場合は、

は21N/mm　以上とする。

SD295(D13,D16)

普通コンクリートとし、設計基準強度

●鉄筋

SD345(D19,D22)

●コンクリ－ト

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

(N/mm  )

設計基準強度

SN490B

予熱なし

予熱なし

50 ℃

32≦t＜40

予熱なし

50 ℃

40≦t≦50

2
CO ガスシールドアーク溶接

低水素系被覆アーク溶接

予熱なし

鋼種

SN490B

溶接方法

板厚(mm)

t＜32

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

・記号+∞は制限無しを示す。許容差

下向き

(-5,+∞)

-2.5,+∞

α1：35

α1：45

α1：35

姿勢

溶接

下向き
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α1：45

許容差標準値

開先角度α1(°)
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2
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ルート面R(mm)
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接
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｜

ク

ア

方法

溶接

T(mm)

適用板厚

1

α

ベ－スプレ－ト

図

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

R

G

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

■組立

■溶接方法（完全溶込み溶接)

●完全溶込み溶接とする。
(JASS 6　鉄骨工事による)

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

■ベースプレートの予熱

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。
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□-300×300
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300

（イ）

15-12V

採用

ベースプレート

寸法(mm)

a

記号

注1)注1)

ベースパックグラウト

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

呼び名

異形部

を行う。

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm単位 mm

d

呼び

呼び名

異形部

d

ii) Cタイプi) Aタイプ

フレームベース３．６

注入座金３．５

37184535
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42

45

a2

アンカーボルト
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32 101
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PM30

M30
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3418

ca1

適用

11035

M36

M33

記号

PM27

【JIS G 3136】

SN490B

●材質

STKR400

295

F値(N/mm  ) 採用鋼種

BCP235

BCR295

235

6

8

7

3

9

5

1

4

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入６．６

アンカーボルトの本締め（弛み止め）６．５

建方６．４

配筋およびコンクリート打設６．３

アンカーボルト据付け６．２

基礎工事６．１

基礎立上がり４．３

配筋４．２形状・材質４．１

定着座金３．４

Mナット３．３

アンカーボルト（Mアンカーボルト）３．２ベースプレート３．１

柱脚の定着方法概要１．２

構成部材１．１

10 ベースプレート

  （コンクリートアンカー）

9 ステコンアンカー

8 フレームベース

7 フレームポスト

6 テンプレート

5 定着座金

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

3 Ｍナット

2 注入座金

1 アンカーボルト

２/３　程度

技術者等による。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

より施工管理を行うものとする。

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

45

L

45

※トップフープはダブルとし、

130770D38

M36

M33

M30

M27

M36 60

45

45

X

< Cタイプ 　>< Aタイプ >

2

角形鋼管

3

10

注入枠

（桟木等）

注入座金

グラウト材

グラウトロ－ト

9

9

3712
65

SS400

34

60

31
55

材質

289

t d

g1

55

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1.0～1.1 の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

3

1

約

３

０

ｍ

ｍ

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

95,140D35 690,735M33

D32
695M30 133

D29 650M27

D35

D32 695M30

720M33

770 60D38M36

45

X

128

b
L

呼び

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

645529M36

585026M33

534624M30

474122M27

 呼び

(e)

B

A

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

形状（ハ）

形状（イ）

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

大きさは右図による。

グラウト（グラウト材）を使用し

●レベルモルタルはベースパック

行い、標準許容差は下図による。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

柱 脚 固 定 工 法 標 準 図

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

ｱｰｸ手溶接・ｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ半自動溶接

ｌ

1

(サブマージアーク自動溶接)

及びｾﾙﾌｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ半自動溶接

４．高力ボルト

e

1

P P e

1

C

鉄 骨 構 造 標 準 図

突

合

わ

せ

継

手

19＜t≦50 22＜t≦50

１．共通事項

○　JIS B 1186｢摩擦接合用高力ボルト･六角ナット･平座金セット｣

　　及び　特殊高力ボルトに規定された2種F10T(S10T)とする。

Ｂ

ｇ

1

ａ

1

30ﾟ

3

5

ﾟ

60ﾟ

4

5

ﾟ

Ａ．記　　事 １．設計図書に記載なき場合は本標準図による。

２．本標準図の単位はすべてｍｍとする。

ａ

1

D

1

D

1

2 6

ﾌﾗﾝｼﾞ巾

座筋厚さ

t

t t

t

2

2

e

1

e

1

C

３．特記なき限り鉄骨加工は認定工場とする。

175～250

D

2

D

2

締め付け長さ

ｼﾘｰｽﾞ

ｔ

3

首下寸法

ｔ

2

ｔ

3

60ﾟ

e

1

60ﾟ

座筋厚さ

(ボルト長さ)
a

2

(Ｂ)

D1=(t-6)/2

P

ナット高さ

7 6

ａ

3

ａ

3

Ｈ

D2=(t-6)/2

ｔ

4

ｔ

4

P

ネジ山3以上

(余長) e

1

Ｂ．立会検査

HＴ1(片面溶接) HＴ2(両面溶接) AＴ1(片面溶接) AＴ2(両面溶接)

１．現寸検査 ４．溶接検査

t≦6 t≦12

ｔ

1

（単位：mm）

１・　 ボルト孔の径

ｌ

2

２．開先検査 ５．製品検査

ねじの呼び

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

３．仮付検査 ６．立方検査

ﾎﾞﾙﾄの種類

3

5

ﾟ

3

5

ﾟ

高力ﾎﾞﾙﾄ（F10T、S10T) １４.０ １８.０ ２２.０ ２４.０ ２６.０ ｌ

1

Ｃ．提出書類

S

溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ（F8T） １７.５ ２２.０ ２４.０ ２６.０

S

１．告示第1103号認定書

e

1

2b 2b e

1

C

t t t t

2 2

普通ﾎﾞﾙﾄ １２.５ １６.５ ２０.５ ２２.５ ２４.５

２．全鋼連資格認定書

３．鉄骨加工施工要領書（資格者名簿含む)

ｇ

2

（単位：mm）

２・　 ボルトの締付け長さに加える長さ

ｇ

1

Ｂ

ａ

1

４．工作図

6

6

ｇ

2ねじの呼び

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

５．ミルシート(全製品)

ﾎﾞﾙﾄの種類

6＜t≦19 12＜t≦22

ａ

1

６．開先検査表

高力ﾎﾞﾙﾄ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５

ﾌﾗﾝｼﾞ巾

e

1

e

1

C

Ｔ

形

継

手

７．製品検査表

特殊高力ﾎﾞﾙﾄ ２５ ３０ ３５ ４０

300

6

0

ﾟ

3

5

ﾟ

3

5

ﾟ

4

5

ﾟ

ｼﾘｰｽﾞ

８．超音波探傷検査要領書

溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ ３０ ３５ ４０ ４５

ｔ

3

ｔ

2

ｔ

3

e

1

S

a

2

S S S

P

○　トルクコントロールボルトの場合はメーカー規格による。

6

t t tt

2 2 2

P ａ

3

ａ

3

Ｈ

ｔ

4

ｔ

4

２．使用材料

S SP

e

1

５．継　　　手

7

ｔ

1

Ａ．構造材

6

(Ｔ)

ｌ

2

１．縁端距離及びボルト間隔

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦101/4t≦S≦10一般構造用鋼材 JIS G 3101 による規格品

縁端距離及びボルト間隔は、下表の値を標準とする。ただし引張材の接合部分に

圧延形鋼 SS400

19＜t≦50
22＜t≦50

軽量形鋼 SS400

おいて、せん断を受ける

4

5

ﾟ

３．小　梁

3

5

ﾟ

角形鋼管

3

5

ﾟ

ボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は、ボルト軸径の２．５倍

60ﾟ

F

2

10 10

SS S

鋼 管 STK400

以上とする。

e

S

F

2

D

1

D

1

2

（単位：mm）

6

溶接構造用鋼材 JIS G 3106 による規格品

F

2

t t

t

2

t

2

Ｈ

D

2

D

2

SM400　SM490

S S

Ｈ

縁端距離 ボルト間隔

60ﾟ

60ﾟ

ねじの呼び

黒ﾎﾞﾙﾄ:母屋、胴縁に使用する。

7

7

D1=2(t-2)/3 D1=(t-6)/2

ｅ ｐ

ボルト 中ﾎﾞﾙﾄ:SS400 座金｢材質－　　　｣

D2=(t-2)/3 D2=(t-6)/2

F

2

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ:SS400

Ｍ１６
1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10

（Ｈ≦300ｍｍの場合） （Ｈ≧300ｍｍの場合）

４０ ６０Ｍ２０
ｐ ｐ ｅ

HＬ1(片面溶接) HＬ2(両面溶接) AＬ1(片面溶接) AＬ2(両面溶接)

F10T-JIS表示認定工場の製品。

Ｍ２２

高力ボルト F10T（摩擦係数　μ＝0.45)

(注) １．高力ボルトの施工性を考慮して、ｅ≧20とする。

t≦6 t≦12

Ｍ２４ ４５ ７０

高力ﾎﾞﾙﾄはｾｯﾄで使用する。

２．大梁の仕口部においてピン接合の場合は、この図を準用する。

スタッドコネクタ SS400

２．千鳥打ちのゲージ間隔

軟鋼用被覆ｱｰｸ溶接棒

千鳥打ちのゲージ及び間隔は、下表の値を標準とする。

６．継　　　手

溶接材料

t t t

JIS Z 3211による規格品。

t

（単位：mm）

Ａ．完全溶込み溶接開先基準

千鳥打ちの間隔 （Ｐｔ）

ゲージ

塗装箇所 塗 装 名 塗 回 数

G
ねじの呼び

6

ｇ

ｱｰｸ手溶接・ｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ半自動溶接

ＰｔＭ１６､Ｍ２０､Ｍ２２ Ｍ２４

工場塗装
(サブマージアーク自動溶接)

G=t

G=t

３５ ５０ ６５
及びｾﾙﾌｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ半自動溶接

４０ ４５ ６０

6＜t≦19 12＜t≦22

ｇ

現場塗装

４５ ４０ ５５

HＢ1(片面溶接) HＢ2(両面溶接) AＢ1(片面溶接) AＢ2(両面溶接)

Ｌ

形

継

手

５０ ３５ ５０

t≦6 t≦12

3

5

ﾟ

3

5

ﾟ

5

0

ﾟ

塗装名 JIS K 5621 (一般用さび止めペイント）

4

5

ﾟ

５５ ２５ ４５

６０ － ４０

t t t t

6

2 2 2

３．試験及び検査

S S

t t

t

t

３．大　梁

Ａ．鋼　　　材 引張－ JIS Z 2241金属材料引張試験･JIS Z 3101一般構造圧延鋼材

突

合

わ

せ

継

手

7

ｌ

1

曲げ JIS Z 2248金属材料曲げ試験･JIS Z 0303鋼材の検査通則

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10

Ｇ

e

1

P e

1

C

Ｇ=t

6

Ｂ．高力ボルト 日本建築学会｢高力ボルト設計施工指針｣に準換する。

19＜t≦50
22＜t≦50

3

5

ﾟ

6

0

ﾟ

4

5

ﾟ

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

Ｃ ． 溶 接 部 超音波探傷検査

Ｂ ｇ

1

ａ

1

3

5

ﾟ

１．検査基準 日本建築学会｢鋼構造建築溶接部の超音波探傷検

ａ

1

D

1

D

1

e

1

e

1

C

ﾌﾗﾝｼﾞ巾

6

2

t t t
　　　　　　　検査基準｣による。

3

5

ﾟ

2

30ﾟ

4

5

ﾟ

(Ｂ)

60ﾟ

D

2

S
D

2

100～150

２．検査箇所 完全溶込み溶接部の ％

S

ｔ

3
ｔ

2

ｼﾘｰｽﾞ
t

2

e

1

３．報告書 探傷検査の報告書

t

6

0

ﾟ

2

t

ｔ

4

ｔ

4

2

Ｈ P ａ

3

ａ

3

7

t

４．検査者 ＮＤ認定の超音波検査2級以上

t

2

6

D1=2(t-2)/3 D1=(t-6)/2

e

1

(検査専門会社)

7

D2=(t-2)/3 D2=(t-6)/2

５．検査 立会検査、受入検査

ｔ

1

7

ｌ

2

　｢全鋼連グレード資格｣ (　　　　　　　　　　　　　　)Ｍ

BCR295

Ｂ．防錆塗装

△

△

△

3

△

△

△

30

JIS K 5674 (鉛・クロムフリーさび止めペイント）

鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰ

錆止めﾍﾟｲﾝﾄ

共同住宅

共同住宅

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

鉄 骨 構 造 標 準 図 ( 1 )

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

　ﾌｯｸを設ける。

PL-9

HL

・少なくとも四隅の立上り立筋の頂部には

h

ｼｰﾘﾝｸﾞﾋﾟｰﾄﾞ

 　位置の距離

２４９０６０２００ かかわらず用いることができる。

７０ 程 度５０ 程 度２５以上

削り仕上
工場にて

a：立上り主筋外面位置とｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ芯

２４７０６０１７５ 支障がない場合で､最小縁端距離の規定に

A部分断面図

５０ 程 度４０ 程 度３．２を超え２５未満

２４５５５５１５０ 2. *印の欄のｇ､および最大軸径の値は､強度上

or

c：ﾌｰﾌﾟ筋に対するかぶり厚さ50mm以上

F1

c

４０ 程 度３０ 程 度３．２以下

c

２４４０５０１３０ 　 標準である。

a

自動溶接手溶接・半自動溶接

a

２４３５５０１２５ 1. Ｈ形鋼のB=300は、千鳥打ちとした時のｹﾞｰｼﾞ

ｔ

F1

PL-(a)

溶 接 の 長 さ  （L）

２４５５１００

100以上

立上り主筋

２４１４０４００２４５０９０ ９０

LCP

（単位：mm）

２４５５１００２４１４０３５０２２４５８０ ７０

設計図書による

裏あて金の厚さ

２４５０９０２４１５０３００２２４０７５ ４０

直交梁用水平ｽﾁﾌﾅｰ

A

r

A

２２４５８０２４１５０２５０２０４０７０

1

0

0

以

上

２２４０７５２４１２０２００２０３５６５

１２以上自  動  溶  接

２０４０７０２２１０５１７５１６３５６０

９ｔ ＞ ９９以上半 自 動 溶 接

c

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

c

X-X 断面

２０３５６５２２９０１５０１６３０５０

a

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

５ｔ ≦ ９６以上手　　溶 　 接

B

a

１２３０５０１６７５１２５１２２５４５

1,000前後

Ｓ裏あて金の長さｔ溶  接  工  法

設計図書による

Br

１０２４４０１６６０１００*１０２２４０

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

（単位：mm）（単位：mm）

３．露出形柱脚

軸径軸径軸径

ｇ３Ｈｇ２ｇ１Ｂｇ２ｇ１A又はB

溶接のサイズ裏あて金の厚さ

最大最大最大

Ｃ

ｇ3

Ｂ

柱現場継手位置

Ａ

L-PL-P XX

ＨＴＢ継手

ｇ1
ｇ2

F1F1

Ｈ

2

D

以

上

ｇ

1

40d以上

Ａ

80

間隔10ｃｍ以下

HB

根巻主筋

帯筋:D10以上

ｇ2ｇ1ｇ2

150

SS

Ｂ

tt

Ｄ．鋼管柱現場継手Ｄ．Ｈ形柱現場継手

Ｂ （又は2-D13）

間隔10ｃｍ以下

D10以上を3本以上

3

D

以

上

SS

帯筋:D10以上

（単位：mm）

頂部帯筋：3cm間隔で

補強プレートを入れる。

D

寝巻ｺﾝｸﾘｰﾄ（又は2-D13）

勾配が1/3をこえる場合

D10以上を3本以上
≧3

FB(tx38mm)FB(tx25mm)

1

折曲げ規定

頂部帯筋：3cm間隔で

７．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

寝巻ｺﾝｸﾘｰﾄ

２．埋込柱脚

D

L通しP

継手リストによる

ｽｶﾗｯﾌﾟ

dd

2) 裏あて金の材質は、特記なき限りＳＳ４００とする。

１．根巻柱脚

現場溶接の下フランジ部スカラップスカラップ形状

支障を与えない程度とする。

Ｂ．柱脚を固定する場合

L梁FPと同厚以上

LWP

（ｃ）（ｂ）（ａ）

L通しP

取付方法は下図による断続隅肉溶接とし、溶接間隔は溶接部に

1) 完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏あて金は、原則としてフランジ内側に設置し、

dd

or

25

25

Ｃ．裏当て金の溶接

2

5

ｽﾁﾌﾅｰ
5050

Sr
Sr

7

5

5

0

35

Sr

（Ｌa及びＬb≧Ｓ）

1500程度

ＬbＬＬa

C

L

45

梁現場継手位置

F2

Ｃ．雑仕様Ｃ．ハンチ梁

5

0

クレーター（Ｌb）を除いた部分の長さとする。

2

5

ことができる。

（Ｓ）の１０倍以上とする。ただし、有効長さは、ビードの始点（Ｌa）及び

F2

L

３５ｍｍとし、現場溶接の下フランジの場合は、下図（ｃ）に示す形状を用いる

C

5050

長さは、右図の有効長さ（Ｌ）とし、隅肉のサイズ

or

or

スカラップ内ウェブフィレットの回し溶接部を避けるためスカラップ半径を

ｽｶﾗｯﾌﾟ

設計図書（図面及び仕様書）に示す断続隅肉溶接

スカラップ半径（Ｓｒ）は３０ｍｍを標準とする。ただし組立Ｈ形鋼の場合は、

F1

注）１） 隅肉溶接の長さ

5

0

P1

裏当て

*

Ｅ．スカラップ

柱鋼板厚と同厚以上

242219181817171616151414131312111110S

F2F2F2

HT

403632313029282726252423222120191817t

*

L柱FPと同厚以上

100

PL-(a)

裏当て

d

or

12111010988765543S

or

グラインダー仕上げを行う。

16151413121110987654t

エンドタブは原則として、溶接終了後、母材より５～１０ｍｍ程度残して切断し、

(単位：ｍｍ)

Ｂ．通しダイヤフラム形式Ｂ．梁通し

　　　（日本鋼構造協会）にもとづいて実施するものをいう。

隅肉溶接のサイズ

　　　及びエンドタブ省略工法）に関する標準化方策」

１．鋼管柱脚部（柱脚ピン）１．Ｈ形柱脚部（柱脚ピン）

注)1) 溶接付加試験とは「新エンドタブ工法（代替エンドタブ工法

SS

or

エンドタブ

ｽｶﾗｯﾌﾟ

SS

6

0

ﾟ

裏あて板

D16を切断し天端そろえる

6

0

ﾟ

A.BOLT

ﾌｯｸ付きとする

ｌ

SS

L梁FPと同厚以上

L梁FPと同厚以上

ｌ

22

まんじゅう径200程度

ｄ

７０以上自  動  溶  接

30ｄ以上

SS

ａａ

３８以上半 自 動 溶 接

t

30～50

or

or

t

３５以上手　溶　接　接

Ａ．柱通し

後詰め無収縮ﾓﾙﾀﾙ

10mm以上

16＜t≦32t≦16

ｌ溶　接　工　法

3030

Ｆ2(両面溶接)
すべて二重ﾅｯﾄとする

W1

余長はﾈｼﾞ山3以上

（単位：mm）エンドタブの長さ

エンドタブ

LBP

S

◎Ｈ形鋼の継手

断面ａ-ａ

or

t

S

W1W1

S

（後詰め工法）（前面塗り仕上げ工法）

この限りではない。

S

Ａ．柱脚ピン
L内ダイヤフラムP

溶接端部に欠陥が生じないことが確認された材質及び形状のものを用いる場合は

t≦16

Ａ．内ダイヤフラム形式

長さは、下図及び下表のとおりとする。ただし、あらかじめ溶接付加試験によって
Ｆ1(片面溶接)

(ｱｰｸ手溶接、ｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ半自動溶接及びｾﾙﾌｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ半自動溶接)

エンドタブの材質は、母材と同等以上のものとし、形状は同厚・同開先のものを用い、

９.柱　脚８．柱梁接合部及び継手

(単位：ｍｍ)

Ｄ．エンドタブＢ．隅肉溶接

◎鋼管柱の継手

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

鉄 骨 構 造 標 準 図 ( 2 )
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

１０.各種筋違と標準接合 １１.そ　　の　　他

Ｃ．山形鋼

(ﾀﾞﾌﾞﾙ平使い)

ﾌﾞﾚｰｽ軸部

Ａ．丸鋼 Ａ．梁貫通補強

梁端部(ｽﾊﾟﾝのl/10以内かつ2D以内)は避ける

s

ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

2d

ﾎﾞﾙﾄ列線

d≦0.6D

e

1

p

ﾌﾞﾚｰｽ軸部

e

2

e

2

l

p

e

1

①

ﾌﾚｱｰ溶接

p

p

b

b

b

’

e

2

e

2

p

p

羽子板

b

’

b

dd

D

b

p

s
e

1

①

l
p

b

’

b

’

s

①

e

1

ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

①

t

l

e

1

e

1

l

1

l

1

l

すみ肉溶接 ﾊﾟｲﾌﾟ補強 ﾌﾟﾚｰﾄ補強(片面又は両面)

b b

e

1

e

1

l

s l

1
p p

e

1
p

s

e

1

e

1

l

すみ肉溶接

s

長さ

Ｂ．デッキプレート

受け板 P -6L

d

1

e

2

R

H

Ｂ

高力ﾎﾞﾙﾄ ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ 溶接長(l) サイズ

(A)

mm

符 号 部 材

厚×幅

e

3

ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ仕上

本数-径 S

t × B

s

e

1

l

FB-65・6 2-Ｍ16 6×65 113  69  81  6

t

FB-75・6 2-Ｍ16 6×75 130 72 89  6

5

0

谷毎にｽﾎﾟｯﾄ溶接

FB-65・9 3-Ｍ16 9×65 127 80 96 8

A 100

受け板 P -6L

FB-75・9 3-Ｍ16 9×75 147 89 105 8

受け板 P -6L

Ｂ FB-90・9 3-Ｍ20 9×90 176 104 120 8

FB-100・9 3-Ｍ20 9×100 196 114 130 8

ねじの呼び(d） Ｍ12 Ｍ14 Ｍ16 Ｍ18 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24

FB-90・12 3-Ｍ20 12×90 188 114 134 10

H

Ｂ

最 大 10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

FB-100・12 4-Ｍ20 12×100 209 124 144 10

軸径 d

1

(A)部断面図

最 小 10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77
ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

調整ねじの長さ S

s

100 115 125 140 150 165 175

L-65・65・6 5-Ｍ16 9×90 164 98 114 8

(注)　建築基準法に基づき認定（構造図及び耐火構造用）を受けた合成床版用

R 13 17 17 21.5 21.5 23.5 21.5取付ボルト穴径許容差 ＋0．－0.5mm

　　　ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄの取付け方法は、認定時の添付資料「標準仕様書」による。

L-75・75・6 5-Ｍ16 9×90 190 111 127 8

e

1

35 40 45 50 50 55 50はしあき（最小）注(2)

L-75・75・9 5-Ｍ16 9×125 276 154 170 8

へりあき（最小）注(1) e

2

22 28 28 34 34 38 38

L-75・75・12 5-Ｍ20 9×155 360 196 212 8

切 板 製

Ｃ

t板 厚 4.5 6 6 9 9 9 9

L-90・90・7 4-Ｍ20 9×120 266 149 165 8

e

2

へりあき（最小）注(1) 19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5

L-90・90・10 5-Ｍ20 9×155 370 201 217 8

平 鋼 製

t板 厚 4.5 6 6 9 9 9 9

Ｃ．折板受材

C-100×50×20×2.3

L-90・90・13 5-Ｍ20 9×195 472 252 268 8

e

3

47 52 59 66 66 73 73ﾎﾞﾙﾄ端から取付ﾎﾞﾙﾄ穴心のあき（最小）

A

l 40 50 55 60 75 85 85溶接長さ（最小）

FL

1

2L-65・65・6 5-Ｍ16 6×235 436 230 242  6

30-500

注(2) 1-M12 1-M16 1-M16 1-M20 1-M20 1-M22 2-M20取付ﾎﾞﾙﾄ本数

2L-75・75・6 5-Ｍ16 9×190 380 206 222 8

注　(1)　e

1

,e

2

が確保されていれば形状は自由でよい

2L-75・75・9 5-Ｍ20 12×205 442 241 261 10

　　(2)　羽子板とｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄの接合は表に示す取り付けﾎﾞﾙﾄを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

2L-75・75・12 5-Ｍ20 12×255 576 308 328 10

20

Ｄ

　　(3)　取付ﾎﾞﾙﾄの種類はJISB1186 2種高力ﾎﾞﾙﾄ(F10T)又はJISB1180 中8g10.9

2L-90・90・7 4-Ｍ20 12×205 425 233 253 10

2L-90・90・10 5-Ｍ20 12×270 591 316 336 10

A-A断面図

2L-90・90・13 7-Ｍ20 12×340 755 398 418 10

A

ﾌﾞﾚｰｽ軸部

Ｂ．平鋼

s

Ｄ．山形ラーメン棟部の継手

ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

A

l

e

1

e

1

H

T

p p

l

はさみ板 はさみ板

s

p p

P-9以上 P-9以上
L L

e

1

e

1

l

すみ肉溶接

s

F

2

5

0

H

はさみ板

A

Ｃ．山形鋼

F

2

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ

軸部重心線 軸部重心線

(ｼﾝｸﾞﾙ)

H以上

A-A断面図

ﾌﾞﾚｰｽ軸部

ﾎﾞﾙﾄ列線 ﾎﾞﾙﾄ列線

s

ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

e

1

p

e

1

e

2

e

2

p

p

l

bb

b

’

e

2

e

2

p

p

p

b

’

b b

p

s

l

e

1

p

b

’

b

’

e

1

t

l

すみ肉溶接

すみ肉溶接

e

1

e

1

b b

s

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

鉄 骨 構 造 標 準 図 ( 3 )
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1460

既設

4500

3040 200

C3

C3

庇

庇

1

5

0

庇一部撤去
200

4 5

［－１００×５０×５×７．５

Ｌ－６５×６５×６

ＰＬ－ｔ１２

レールブラケット取付用ファスナー（リブ付）

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

敷居取付材

記号

部材

名　称

部　材

ｃ

ｂ

ａ

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/50

２ 階 梁 伏 図 1/100 1/100３ 階 梁 伏 図

1/100Ｒ 階 梁 伏 図

焼抜き栓溶接

溶接金網6Φ-150×150

QLデッキ-99-50-12　山上80㎜

※ EV用 揚重ﾋﾞｰﾑ取付用ﾌｧｽﾅｰ､ ﾘﾌﾞ補強材､開口補強、敷居取付材､ ﾚｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ取付用ﾌｧｽﾅｰは､｢鉄骨工事｣。

凡例

柱 : BCR295

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ : SN490C (PL-16以上)

高張力ﾎﾞﾙﾄ : S･10T

(耐火1時間)

柱･大梁:耐火被覆ﾛｯｸｳｰﾙ吹付けｔ=25

1/100Ｒ 階 梁 伏 図

□ー250×250×12

□ー250×250×9

1C2、2C2

3C2

□ー200×200×12

□ー200×200×9

3C1、2C1

1C1

2G1,2G2

RG1,RG2

3G1,3G2

H－350×175×7×11

H－300×150×6.5×9

H－250×125×6×9

H－350×175×7×112CG1

H－300×150×6.5×93CG1

RCG1

H－200×100×5.5×8RCG2

部 材 表

H－200×100×5.5×8

RB1

2B1・3B1

H－175×90×5×8

H－248×124×5×8

大梁・片持梁: SN400B

小梁･その他 : SS400

ａ

ｂ

ｃ

部　材

名　称

部材

記号

敷居取付材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

三方枠取付鋼材

レールブラケット取付用ファスナー（リブ付）

ＰＬ－ｔ１２

Ｌ－６５×６５×６

［－１００×５０×５×７．５

A3:1/71

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

※ EV用 部材は､ EVﾒｰｶｰ仕様と打合せを行うこと。

65

3240

653110

7

0

0

7

0

0

2

2

5

1

5

0

2

2

9

0

2

8

1

0

5

1

0

0

6

5

3

0

6

0

65

3240

653110

1

3

3

5

1

7

2

5

部　材

ＰＬ－ｔ１２

ＰＬ－ｔ１２

Ｌ－６５×６５×６

ｄ２

ｄ１

ａ

レールブラケット取付用ファスナー兼

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）

記号

部材

名　称

EXP.J(W=150)

6

5

3

0

6

0

2

8

1

0

2

2

9

0

5

1

0

0

既設

2

C

G

1

2

C

G

1

QL99-50-12

2G1

1C1

1C1

1C2
2G1

1C2

2

G

2

2

G

2

昇降機 ｼｬﾌﾄ

昇降路内寸

X1900×Y2050

[－100×50×5×7.5

EV用 敷居取付材(計2か所 2･3F)

ｃ

ｃ

ｃ ｃ

960 700

7

0

0

7

0

0

ａ

ａ

7

0

0

2

2

5

7

0

0

700 700

1020 1200 1020

1

6

0
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□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート

2

ＪＦＥ建材

株式会社

施
　
　
　
　
工

設　　　　　　計

標　　準　　納　　ま　　り

ＱＬデッキ　

□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

□1.2

□1.6

材料／デッキプレート

【連続支持合成スラブ】

【単純支持合成スラブ】

アクセサリー

施工順序

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

開口部補強案

検　　　　査

(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

FP060FL-9095

FP120FL-9107

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]

□無し(                                     )

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

ａ部 ａ部

ｂ部 ｃ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部 ｅ部

2

2

２

２

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

壁

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

クローサー

５０ｍｍ以上

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

梁耐火被覆用面戸

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁耐火被覆

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

梁耐火被覆

梁耐火被覆

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

溶接金網

又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁耐火被覆

φ４－１３　＠６００以下

この部分の小口は塞がない！

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

φ４－１３　＠６００以下

クローサー

溶接金網

Ｌ1

３

０

横筋

ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ｍｍ以上

耐火補強筋Ｄ１３

単純支持

１５０

ＱＬデッキ(単純支持)

耐火補強筋 Ｄ１３

１５０

(単純支持)

ＱＬデッキ

１５０

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

連続支持

合成スラブ

合成スラブ

耐火補強筋Ｄ１３

コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３

０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

４

０

１５０  ８５０

ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン

１５０

８５０  １５０

Ｄ１３、長さ１.０ｍ

端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ

(連続支持)

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、

　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。

ＱＬデッキが単純支持となる場合、

ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

 梁との間に隙間がある場合

 柱廻り

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘

クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

溶接金網または異形鉄筋

梁に定着

普通コンクリート

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋

３０

３０

ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

 ブラケット支持

耐火補強筋

４

０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

アークスポット溶接 又は

打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

耐火補強筋

Ｌ

耐力補強筋

Ｌ

4

0

d

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

（梁に定着）

ＱＬデッキ

１０

フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上

梁幅

ＱＬデッキ

柱型枠

フラッシング

  A)開口間隔≧３×開口径

１）開口がφ１５０程度の場合

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

C)開口が連続している場合

連続する開口の開口群(仮想開口)と

見なし、その開口部の大きさにより、

2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

開口補強筋Ｄ１０

耐力補強筋 ２）に準ず

ｗ

耐力補強筋

ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で

　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された

　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強

コンクリート箱抜き

コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口

部

Ｍ

ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３

０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０

８５０

ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート

端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又は頭付きスタッド

５０

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３

０

３

０

４

０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０

３０

普通又は軽量コンクリート

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ

３

０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３

ＱＬデッキ

５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。

注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下

2

2

３.４

２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

付帯条件

 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

Ａw ＝（　　　　）mm

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接

Ａw

大梁

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

1

3

.

5

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

１）頭付きスタッド

２）打込み鋲

３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。

　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。

    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを

      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

ひび割れ

柱

400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

柱

1

0

0

m

m

ひび割れ

2

2

注2)

注2)

注2)

2

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

梁にのみ込み３０ｍｍ

QLデッキと梁との接合

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

ＱＬデッキを切断

すみ肉溶接又はドリルねじ

φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等

QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ

φ４－１３　＠６００以下

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部

 小口塞ぎ

又はドリルねじ

すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合

ＱＬデッキ

ＱＬデッキ受材

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等

(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

 ＱＬデッキを連続にした場合

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

墨　出　し

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）

 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり

 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。

 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代

 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０

 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

敷　込　み

1) 検流計での計測

ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

　２.ＣＯ

2

ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上

溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で

棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件

QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）

３.０～４.０×１度打ち

３.０～４.０×２度打ち

３.５～４.５×１度打ち

４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０

３３～３５

３３～３５

３４～３６

３４～３６

６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ

（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を

QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド

　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。

　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接

　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の

　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲

　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。

　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］

アーク手溶接

自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］

ＣＯ

2

アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

50ｍｍ以上

200ｍｍ以下

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

Ｓ梁

Ｓ梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

2

耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ｂ･Ｈ部

クローサー

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

 支 保 工 有 無

 □ 無    □ 有 

 その他：

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

 　材　　質　　

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ

 厚さ(QLデッキ山上)

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他

 □指定なし

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

JIS B 1198

各長さ・ピッチは特記による

耐　　　火

特　　　記

接　　　合

材料／溶接金網・異形鉄筋

材料／コンクリート

ハンガー金具

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

４

０

１８５

２

８

デッキプレート幅方向

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

大梁上大梁上

ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-５０

焼抜き栓溶接

デッキプレートスパン方向

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５Ｑa

D

Ｑ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）

Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)

D

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

１.２　  　　　４,９００

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。

　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)

       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下

Ｄ

Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン
１スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部

１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外

周

部

大

梁

Ａ

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大

梁

小

梁

ｂ

ｄ

柱

ａ

大

梁

大梁

ｅ

ｃ

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

小

梁

２スパン                     １スパン

※ 3

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

□

     　　　　高性能ＡＥ減水剤

　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm

3

　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

検　　査

コンクリート打設

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　６５　）

耐 火 時 間      コンクリート種類   　　　　　品　　名　　　　  支持スパン 　　　 コンクリート厚さ                      　　　　　　      許容積載荷重

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    許容積載荷重

600

□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

□そ　　の　　他

□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

2

合 成 ス ラ ブ 特 記 仕 様 書

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事
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▽ 水上RF梁天端

△ 水下RF梁天端
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▽ 新設PP高さ

3CG1
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700700

▽ 3F

3

5
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△ 3F梁天
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5

0

0

1

6

0

▽ 3F

3G2

3C2 3C1

廊下

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

S=1/100 S=1/100

X2通り 軸組図X1通り 軸組図

１/100

A3:1/141

構造設計一級建築士　第2313号　山本清人 [構造関係規定に適合することを確認した]

19753060

65

▽ 設計GL ▽ 設計GL

【増築 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ棟】 【既設 校舎棟】

100

1252835

F3

3

0

F1A

F1

FG2

1

4

0

0
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2

0

1C11C2

廊下

▽ 1F
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5

0
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※大梁接手詳細は、SCSS-H97による。
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耐　震　改　修　工　事　特　記　仕　様　書

建　物　概　要

特記なき限り、日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説　　　　（　　　年度版）」による

Ｘ方向　耐震壁付きラーメン構造

Y方 向　 耐震壁付きラーメン構造

○　工事に先立ち、施工計画書および調合計画書を作成し、監理員の承認を得ること。

設計基準強度 計画供用 耐久設計基準強度 品質基準強度 単位水量 所要スランプ

使用箇所 種類 備　考

期間の級

18

30
以下

躯体全般 普通 一般 24

以下

以下

以下

以下

※特記外の「計画供用期間の級」は「標準」とする 大きい方の値とする

○　計画供用期間の級（年）

耐久設計基準強度

計画供用期間の級（年）

一　般

標　準

長　期

グラウトモルタル

○　調合・・・品質基準強度　　　　　　に基づき計画する。

項　目

構造体コンクリートの強度管理材齢 日

品質管理・検査 標準養生、現場水中養生、現場封かん養生・・・監理員と協議

強度管理

セメントの種類 普通ポルトランドセメント

以上単位セメント量

270

65
水 セメン ト比 以下

調合

塩化物量 以下

混和剤 　　減水剤、高性能　　減水剤、流動化剤

空気量
普通コンクリート

軽量コンクリート

注入または圧入

コンクリートのはつり、仕上げ材の除去

型枠

打設方法

養生

補強工事に関する注意事項

養生

仕上げ

SD295A ～

異形鉄筋

SD345 ～

丸鋼（スパイラル筋）

SR235    φ6

溶接金網

アンカー筋は必ず埋め込み深さのマーキングをする事。

上向きで施工する場合には、薬液の流出防止、アンカー筋の脱落防止の処置を

講ずる事。

作業途中で中止した穴については、樹脂モルタル等により、穴埋め補修をする事。

鉄筋コンクリート造

JASS5

ｽﾗﾝﾌﾟ

2 2 2 3

Fc(N/mm ) Fd(N/mm ) Fq(N/mm ) (kg/m ) (cm)

175

施工確認試験        ※打音確認(全数)

　　            ※引張試験（標準仕様書 8.11.5(1)～(5)）による。

引張試験本数　　　　    各技能者が、1日に施工したものの径ごとに３本

2

Fq=Fc+3(N/mm )

確認強度

2

径 確認張力（kN）

Fq=Fd+3(N/mm )

D16 68.0

2

D19 99.0

Fd(N/mm )

D22 1335.0

18

24

30

2

Fq(N/mm )

28

(JIS R5210)

3

(kg/m )

（％）

3

0.3(kg/m )

(JIS A6204) A E A E

（％） 4.5 1.5

(JIS A5308) （％） 5.0 1.5

36

鉄筋工事
工事名称

本仕様書に記載されていない事項については次を参考とする。

あと施工アンカーは、仕上げモルタルを撤去し、柱・梁の躯体鉄筋コンクリート部分に

　ａ．既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針（日本建築防災協会）

所在地

打つ事。１階床については、基礎梁上端から所要のアンカー埋め込み長さを確保する事。

　ｂ．既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修事例集　（日本建築防災協会）

ドリリングを行う前に部材幅方向に溝はつり（端部・中央２ヶ所程度）を行い、

用語の定義は次の通りとする。

用　　途

既存鉄筋・埋設管の位置を確認する事。なお、溝はつりの他に、鉄筋探知機などに

　・監理員　本工事の請負契約書に記名捺印した監理者が四会連合協定工事請負契約約款

よってもよい。

規　　模

      に定められた監理者の業務を委託した担当者。

型枠工事

　

型枠の組立は、打上がりコンクリート部材の位置及び断面寸法の精度が十分保たれるよう、特に注意して行う。

設計年

また、既存部材と型枠との取り合い部は、モルタル等の漏出が生じないよう適切な措置を講ずる。

鋼板を巻いて柱を補強する工法においては、コンクリートの側圧による鋼板のはらみ出しを防ぐような

竣工年

適切な措置を講ずる。

検査

特殊型枠使用の場合は、監理員の承認を得ること。

主要構造

外観検査：目視により全数確認する事。

コンクリート工事

打音確認検査：ハンマーにより金属音を全数確認する事。

架構形式

グラウトモルタル工事

　プレミックスタイプ無収縮モルタル

設計強度：

使用箇所： 新設壁・増打壁・開口閉塞部上部200～300

１日の施工に対し、φ５０×１００ｍｍのテストピース３体を製作し、

材令２８日で圧縮試験を行い、設計強度を確認する事。

練り混ぜ時には、所定の使用水量を厳守する事。

コンシステンシーは、注入箇所及び注入方法に応じて定める。

　　グラウトモルタルは、注入または圧入により打ち込む。

補強工事に先立ち、内装材及びコンクリート部材表面のプラスター、モルタル仕上げ材を除去する。

　　注入または圧入に先立ち、既設コンクリート・せき板表面は十分に吸水した状

新しくモルタルまたはコンクリートを打ち継ぐ部分のコンクリート表面は、必ず目荒らしまたは、

　　態とする。

はつりを行う。この場合目荒らしは平均深さで0.5～1.0cm（最大1.5cm）程度の凸凹を、

　　注入または圧入は、適切な圧力で中断しないように行う。

打継ぎ面の全体にわたってつけるようにする。

　　空気抜きを設け、グラウトモルタルが空気抜きに出てくることを確認する。

シアコッターを設ける場合は、設計図に示された寸法にできるだけ近く、かつ下回らないように

すると共に、はつり面はできるだけ凸凹がないようにする。

取り外しは、グラウトモルタルが十分に硬化し、かつ型枠による膨張圧の

コンクリートのはつりは最小限にとどめるような工法とする。

拘束が不要になってから行う。

打継ぎ面となるコンクリート表面は、前項の処理の後、はつりくずや粉末を完全に除去する。

コンクリートの場合と同様に行う。

打ち込み前には、せき板、既設コンクリート表面など、打ち込まれるコンクリートに接する面は十分

水湿しを行い、打ち込まれるコンクリート中の水分が吸収されないようにする。

打ち込みは、上階スラブに打込み用開口部を設けて打込み面が水平になるように注意しながら行うなど、

確実な方法によること。

増設する部材または打ち増し部分と既設の上部架構とを一体化するため上部に高さ２０ｃｍ～３０ｃｍ

程度の空間を残し、２段打ちまたはグラウトを行うことを原則とする。下からの圧入等を行う場合には、

監理員の承認を得ること。

締め固めは、振動機を用いるほか、補助的に突き締め、たたき締めを行い、コンクリートを密実に

締め固める。

膨張性混和材を用いる場合、特に十分な湿潤養生が必要であり、最低７日間以上は湿潤状態に保つ。

外部に面する新旧コンクリートの打継目には十分な防水仕上げを行う。

地下　　　　階
・塔屋　　　階

22

2

mm
m

約

延面積
建築面積 約

2

     N/mm 

設計図に示された躯体寸法（スパン長、階高、部材寸法）は、あくまでも

参考値であり、発注及び施工に際しては仕上げ除去後の既存建物の実測による事。

設計図に示された寸法が実測寸法と大幅に異なる場合及び設計図に示された詳細が

既存建物の実状にそぐわない場合は、すみやかに監理員に報告する事。

既存躯体のひび割れや断面欠損が発見された場合には、監理員と協議のうえ

適切な補修を行う事。

0 1

工事に先立ち施工計画書を作成し、監理員の承認を得ること。

鋼　材

高　力　ボ　ル　ト

スタッド溶接用材料

製作工場は建設省告示第　　　号「溶接の高度の品質を確保し得る作業

方法」に適合する鉄骨加工業者とする。

防錆塗装

鉄骨工事

SS400

（アングル,間柱）

1103

2

素地調整 種

2

JIS K 5674
回塗り

防錆塗装

2

g/m

溶融亜鉛めっき

有　　・　　無

検査項目及び検査方法などは下記による他、特記無き限り日本建築学会「建築工事標準仕様書

同解説　JASS6 2015」による。

工場製作に関する検査

工事現場製作に関する検査

溶接部の受入検査

電炉鋼材を使用する場合は、監理員の承認を得ること。

※　特記がない場合、本要領によること。また、「標準仕様書」とは「公共建築改修工事標準仕様書

（建築工事編）国土交通大臣官房官庁営繕部　監修」を示す。

施工管理技術者　　　あと施工アンカー技術管理士又はあと施工アンカー主任技士

技能者　　　　　　　第1種あと施工アンカー施工士

あと施工アンカー工事

あと施工アンカー　　　接着系アンカー

使用箇所： 図示の箇所

接着系アンカーは、使用実績が多く信頼性の高いものを使用する事。

施工

施工技術者は、原則として日本建築あと施工アンカー協会（JCAA）の下記有資格者とする事。

1.

鉄骨加工工場の選定及び選定に伴う調査

鉄骨製作要領書及び品質管理・検査要領書等の審査

工作図等の審査

現寸検査

組立検査

鉄骨加工業者が実施した社内検査状況の確認

製品検査（寸法、精度その他の検査）

溶接部の検査（外観及び超音波探傷による検査）

不具合処置後の検査（外観及び超音波探傷による検査）

その他監理員が指定する事項

2.

建方検査（寸法、精度その他の検査）

高力ボルト接合部の検査

溶接工の承認

開先状態の検査

溶接部の検査（外観及び超音波探傷による検査）

不具合処置後の検査（外観及び超音波探傷による検査）

その他監理員が指定する事項

3.

検査の対象、試験方法、合否の判定、抜取検査の方法及び検査後の処置

は、特記なき限り、日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説

JASS6

」による。

 1996

完全溶込み溶接の現場溶接部は、全数検査とする。

(UT)
検査会社は第三者機関で、　　認定の超音波探傷検査部門　　

CIW 　の認定

を取得した事業者とする。

「

3
NDI UT 2

検査技術者は 種又は　種」 の有資格者とする。

松阪市立嬉野中学校大規模改造工事

松阪市嬉野下之庄町1725番地

中学校

・地上　　階

3

1464818

昭和 45年

昭和 46年

2018

D19  D25

D10  D16

（ 本 校 舎 ）耐 震 改 修 工 事 特 記 仕 様 書
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

（ 本 校 舎 ）

頭無し

頭無し

頭付き

頭付き

n

n

頭無し

頭付き

n

頭無し

頭付き

n

接合筋 D25 ＜接着系＞

接合筋 D22 ＜接着系＞

接合筋 D19 ＜接着系＞

接合筋 ＜接着系＞D16 シャーコネクター

シャーコネクター

nS

nS

・ 特 記な き 限り ア ンカ － は頭 付 きと す る。

20d (320)

20d (380)

20d (440)

 8d (200)

20d (500)

40d (640)

10d (160)

10d (190)

40d (760)

10d (220)

40d (1000)

接合鉄筋

頭無し200

D10

φ

＜金属系＞13

D13接合鉄筋

250 頭無し

φ

16 ＜金属系＞

S

S

4d (60)

4d (70)

40d (880)

・ 開 口補 強 筋の 場 合な ど 引き 抜 き時 の 鉄筋 降 伏を 保 証す る 時は  ＝ 12 と する 。
d

既存梁

既存躯体目荒らし

n

シャ－コネクター

（金属系）

ﾀﾃ､ﾖｺ

2

0

0

無収縮モルタル圧入

割裂補強スパイラル筋

接着系アンカー

接合筋

普通コンクリート

幅止め筋

壁配筋

D10-@1000

n

割裂補強スパイラル筋

接合筋

既存躯体目荒らし

シャ－コネクター

壁配筋 幅止め筋

D10-@1000

接着系アンカー

普通コンクリート

増 設 壁補 強 配筋 納 まり 標 準 詳細 ３

13 16 φφまたは

t

w

tw

シャーコネクターと巾止め筋の兼用は可とする。

既存柱

nＳ

Ｓ

-@600

あ と施 工 アン カ ーの 間 隔

〃 〃 〃 〃 〃 〃

増

設

補

強

壁

〃

〃

〃

〃

〃

〃

壁配筋

増設補強壁

既

存

躯

体

n

壁配筋接着系アンカー

割裂補強スパイラル筋

接着系アンカー

増 設壁 補 強配 筋 納ま り 標準 詳 細２

増 設壁 補 強配 筋 納ま り 標準 詳 細１

スパイラル筋の重ね長さは１．５巻き以上とする。

t

w

幅止め筋 D10-@1000

普通コンクリート

接合筋

割裂補強スパイラル筋

既存躯体目荒らし

n

割裂補強スパイラル筋

接合筋

既存躯体目荒らし

壁配筋 幅止め筋

D10-@1000

接着系アンカー 普通コンクリート

t

w

ピッチ

アンカー

ピ

ッ

チ

ア

ン

カ

ー

は

し

あ

き

・スパイラル筋

　４０㎜～６０㎜かつアンカーピッチの１／６～１／３

・フープ筋

　アンカーピッチの１／３～１／２

割裂補強筋の標準ピッチ

既存柱

既存柱

既存コンクリ－ト面には深さ５ｍｍ～１０ｍｍ程度の

目荒らしを縦横１００＠ｍ／ｍ目処に施す。

注）

既存梁

n

壁配筋

幅止め筋

接合筋

無収縮モルタル圧入

普通コンクリート

D10-

接着系アンカー

D10-@1000

既存梁

n

2

0

0

割裂補強スパイラル筋

無収縮モルタル圧入

接着系アンカー

接合筋

普通コンクリート

壁配筋

幅止め筋

既存躯体目荒らし 既存躯体目荒らし

D10-@1000

3

0

0

twtw

tw  250 tw  250

割裂補強フープ筋

＠

四隅はＤ１３

（フープ筋の場合）

n

接合筋

接着系アンカー

既存躯体目荒らし

tw

無収縮モルタル圧入無収縮モルタル圧入

2

0

0

割裂補強スパイラル筋

（ダブル）

はしあき

既存躯体

75

ピッチはしあき

へりあき

ゲージ

以上かつ 以下）300（（

（

（

以上）

以上かつ主筋の内側）

既存柱

以上）5d 7.5d

2.5d

5.5d

ダ ブ ル配 置

(1)

（ 300（

へりあき

ゲージ

ピッチはしあき

以上かつ 以下）以上）

（

（

以上かつ主筋の内側）

以上）

既存柱

5d 7.5d

2.5d

4d

(2)

千 鳥状 配 置

（ 300（

ピッチはしあき

以上かつ 以下）以上）

へりあき（ 以上かつ主筋の内側）

既存柱

5d 7.5d

2.5d

(3)

シン グ ル配 置

L1 L1

1.5L1以上 約0.5L1

重ね継手(下図のいずれかとする)

ア ンカ ー の定 着 長さ

鉄 筋 の定 着 及び 重 ね継 手 長さ

鉄筋の種類

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

定  着  の  長  さ

小  梁 スラブ

特別の定着及び

重ね継手の長さ

(L1)

下ば筋 (L3)

一般  (L2)

(N/㎜2)

21～27

30～45

21～27

30～45

かぶり厚さ (単位：㎜)

土に接しない部分

土に接する部分

部位

屋根スラブ

床スラブ

非耐力壁

柱

はり

耐力壁

擁      壁

柱・はり・スラブ・耐力壁

基  礎  ・  擁  壁

設計かぶり厚さ

(㎜) (㎜)

最小かぶり厚さ

SD295A

SD295B

SD345

SD390

40d または

40d または

40d または

40d または

30dフックつき

25d フックつき

25d フックつき

20d フックつき

25d または

15d フック

25d または

15d フック

      つき

      つき

10d かつ

15cm以上

10d かつ

15cm以上

40d または

30d フックつき

45d または

35d フックつき

40d または

25d フックつき

30d フックつき

40d または

50

40

50

40

30

40

30

40(30)

30

30(20)

20

70 60

40

屋内

屋外

屋内

屋外

tw  250 （ダブルスパイラル筋の場合）

型枠

モルタル圧入口

ウレタン系コーキング（速乾性）

無収縮モルタル圧入

型枠

又は既存躯体 又は既存躯体

外部振動機叩き締め

コンクリート投入口

レイタンス等除去水湿し

な

い

し

な

い

し

3

0

0

3

0

0

2

0

0

2

0

0

ウレタン系コーキング

（速乾性）

空気抜

(2)(1)
による普通コンクリート施工後、　　により無収縮モルタルを圧入する。

既存梁 既存梁

壁厚壁厚

普 通 コン ク リー ト 打設 要 領 無 収縮 モ ルタ ル 圧入 要 領

(2)(1)

コ ンク リ ート 及 びモ ル タル 圧 入要 領

普通コンクリート

＞

≦

＞

鉄筋コンクリート壁補強要領図

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 補 強 要 領 図

1

0

0
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G2G2G2G1 G6 G6 G6

B

1

B

2

B
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B
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B
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1
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1
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1

3
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B

7
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1
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B

2

B

1

B

1
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B

1
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B

3
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7

B

7

B

7

B

7

B

7

B

7
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G3 G3G4 G4 G4 G4 G4

B

1

B

1

G5 G5

G6

B

1

B

7

B

7

G2G2G2G1 G6 G6 G6

B

1

B

2

B

2

B

1

B

1

B

1

B

1

B

3

B

3

B

3

B

4

B

7

B

7

B

7

B

7

B

7

B

7
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7
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管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式
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（ 本 校 舎 ） 補 強 Ｒ Ｃ 壁 詳 細 図
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渡り廊下２　塗装改修

　-　アスファルト舗装t=50 砕石t=150 RC-40
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ゴミ置場

CB造ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

S造用具庫

西校舎

屋内運動場

庇

水槽

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

G-01

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

受水槽

消火

水槽

駐車台数：35台
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柱・梁：RB種ｹﾚﾝ 下地調整 DP塗装

屋根折板：RB種ｹﾚﾝ 下地調整 DP塗装(上裏面共)

柱・梁：RB種ｹﾚﾝ 下地調整 DP塗装

屋根折板：RB種ｹﾚﾝ 下地調整 DP塗装(上裏面共)

既設アスファルト舗装

正門

東門

西門

4546

47

28

公

渡り廊下１　塗装改修

渡り廊下改修

既設防水・手摺 改修

外壁塗装改修　上裏面共

既設アスファルト舗装 撤去

美術棟

解体

畑

山土、腐葉土すき込み

5.0m×10.0m

四方土留

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 150×170×300×600

砕石、敷ﾓﾙﾀﾙ

解体跡、山砂敷き均し

ｽﾛｰﾌﾟ新設

犬走 撤去新設

犬走 撤去新設

犬走 撤去新設

1

5

0

0

1

5

0

0

ｽﾛｰﾌﾟ新設

ライン引き W150 ｼﾝｸﾞﾙ



下地調整 EP

下地調整 防水形複層塗材 E
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管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2
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会社
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縦樋 塩ビ75φ 撤去

ｶﾗｰVP φ75 新設

ｽﾃﾝﾚｽ支持金物共

既設縦樋改修

既設縦樋改修

既設縦樋改修 既設縦樋改修

既設

柱･梁型 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

下地調整 防水形複層塗材 E

渡り廊下

体育館本館

既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整

6

0

0

4

5

0

0

6

0

0

6

0

0

4

5

0

0

6

0

0

1

0

0

3

9

0

0

1

5

0

1

0

0

9

0

0

▽設計GL

▽設計GL

1

0

0

3

9

0

0

1

5

0

1

0

0

9

0

0

▽設計GL

4500
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校舎

ﾓﾙﾀﾙ補修

既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 ｶﾗｰ

既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 ｶﾗｰ

既設

柱･梁型 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

下地調整 防水形複層塗材 E

既設

既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2 ｶﾗｰ

壁 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

既設

下地調整 防水形複層塗材 E

既設

柱･梁型 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｼﾞｮｲﾝﾄ内部

内樋

既設ﾌﾛｱﾄﾞﾚﾝ 80φ 撤去

改修ﾄﾞﾚﾝ 

既設ﾌﾛｱﾄﾞﾚﾝ 80φ 撤去

改修ﾄﾞﾚﾝ 

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既存のまま

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既存のまま

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既存のまま

渡り廊下　屋上防水・外壁改修　平面図　立面図

1/100　1/50

15001500
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既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整

ｽﾃﾝﾚｽ手ｽﾘ φ30 SUSﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ手ｽﾘ φ30 SUSﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ手ｽﾘ φ30 SUSﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ手ｽﾘ φ30 SUSﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ

屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整

防水押えｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ

50×50

防水押えｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ

50×50

下地調整 EP

屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

防水ｼｰﾄ端部 押ｴｼｰﾘﾝｸﾞ

排水溝 既設防水ﾓﾙﾀﾙﾊﾂﾘ ﾓﾙﾀﾙ補修

排水溝 既設防水ﾓﾙﾀﾙﾊﾂﾘ ﾓﾙﾀﾙ補修

SUS縞鋼板t=4.5

屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整
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屋外用防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整

壁 既設ﾓﾙﾀﾙ面

ｽﾗﾌﾞ上裏 ﾓﾙﾀﾙ面 

既設

ｽﾗﾌﾞ上裏 ﾓﾙﾀﾙ面 

梁型

柱･梁型 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

既設保護ﾓﾙﾀﾙ撤去 排水溝拡張 ﾓﾙﾀﾙ補修

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2

既設ﾓﾙﾀﾙ面 下地処理 下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2

1000

地流し PP製

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り H=150

立水栓 H=900 手摺に固定

1

5

0

0

3000

ｽﾛｰﾌﾟ1/12新設

金属ｱﾝｶｰD10＠200

鉄筋D10＠200ﾀﾃﾖｺ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既存のまま

ｱﾙﾐ水切

既設外壁ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀｰ切

Ａ詳細

支柱φ30
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G-02

1

6

5

Ａ詳細図 1/30
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SUS縞鋼板t=4.5
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ｵｰﾙｱﾝｶｰ2-M12
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下地調整 複層塗材 E

既設 木毛ｾﾒﾝﾄ板

下地調整 複層塗材 E

既設 木毛ｾﾒﾝﾄ板

ｽﾛｰﾌﾟ新設

（ 第 ２ 期 ）

下地調整 複層塗材 E



既設ｽﾁｰﾙ手ｽﾘ H=1000

既設 木毛ｾﾒﾝﾄ板 EP
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小 林 設 計株式

会社
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下地調整 防水形複層塗材 E

ｽﾁｰﾙ手ｽﾘ φ30 手ｽﾘ子 φ13

既設ｽﾁｰﾙ手ｽﾘ H=1000

縦樋 塩ビ75φ 撤去

既設縦樋改修

既設
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段鼻磁器質ﾀｲﾙ
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ﾓﾙﾀﾙ補修

ｽﾗﾌﾞ上裏面 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｽﾁｰﾙ手ｽﾘ φ30 手ｽﾘ子 φ13

ｽﾁｰﾙ手ｽﾘ φ30 手ｽﾘ子 φ13

既設

柱･梁型 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｽﾗﾌﾞ上裏面 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

既設

既設 木毛ｾﾒﾝﾄ板 EP

ｼﾞｮｲﾝﾄ内部

既設ﾌﾛｱﾄﾞﾚﾝ 80φ 撤去

既設ﾌﾛｱﾄﾞﾚﾝ 80φ 撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既存のまま

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既存のまま

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既存のまま

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既存のまま

1/100　1/50

渡り廊下屋上防水・外壁改修　現況撤去平面図　立面図

撤去

撤去

接続部分 撤去

壁 ﾓﾙﾀﾙ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

3

3

0

3

6

7

0

撤去

撤去

内樋

撤去

既設縦樋撤去 既設縦樋撤去

ｽﾛｰﾌﾟ撤去

撤去

撤去

排水溝部分

撤去

保護ﾓﾙﾀﾙ撤去

基礎共

保護ﾓﾙﾀﾙ撤去

排水溝部分

保護ﾓﾙﾀﾙ撤去

基礎共

保護ﾓﾙﾀﾙ撤去

Ａ詳細
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Ａ詳細図 1/30
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SCALE
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小 林  康 弘
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FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

　解体工事仕様

（２．２．１）

（改 ２．２．１）

（改 ２．２．１）

（改 ２．２．１）

（改 ２．３．２）

（２．３．１）

（２．３．１）

・解体工事内容

　１．工事概要

・工　事　名　称

・工　事　場　所

・敷　地　面　積

・解体建築物、工作物の種類・規模等
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項
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工

　

事
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施

　

工

（２．２．１）

３

（３．２．１）

（３．４．１）
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解 体 工 事 特 記 仕 様 書 ( 1 )

松阪市立嬉野中学校校舎大規模改造工事

松阪市嬉野下之庄

37,993.00 m

2

建築面積　ｍ２構造・階数

Ｓ造平屋

解 体 建 築 物 又 は 工 作 物

259ｍ2 259ｍ2

美術棟

建築年度 摘要・備考床面積　ｍ２

Ｓ６２年

美術棟解体

撤去跡 砕石敷き

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて建築物解体工事共通仕様書（平成３１年版）（以下

「解体共通仕様書」という。）による。ただし、解体共通仕様書に記載のない事項は、公共建築工事標準仕

様書（建築工事編）（平成３１年版）（以下「標準仕様書」という。）及び公共建築改修工事標準仕様書（

建築工事編）（平成３１年版）（以下「改修標準仕様書」という。）による。

（１）質問回答書［（２）から（６）に対するもの］　　　（２）環境説明書　　　（３）特記仕様書　　　（４）設計図

（５）設計書　　　（６）解体共通仕様書

　３．設計書の内容に明記がない場合、又は相違がある場合は、原則として監督職員の指示のほか、次の優先順位により判定する。

　４．特記仕様

　２．共通仕様

（１）項目は、番号に　　印のついたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（３）特記事項に記載の（　　　）内表示番号は、解体共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）特記事項に記載の（標　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）特記事項に記載の（改　　）内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（６）設計図書に関する疑義は原則として、入札執行前に質疑書の提出によって確かめるものとする。

（７）建築物除却届け、再生資源利用計画書及び再生資源利用実施書等を必要に応じて提出すること。

　１ 適用基準等 ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）

・資源の有効な利用の促進に関する法律（リサイクル法）

・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）

・特定製品に係るフロン類改修及び破壊の実施の確保等に関する法律（フロン回収破壊法）

・特定家庭用機器再用品化法（家電リサイクル法）

・ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法（ＰＣＢ廃棄物特別措置法）

・ダイオキシン類対策特別措置法

・労働安全衛生法

・大気汚染防止法

・騒音規正法

・振動規正法

・水質汚濁規正法

・石綿障害予防規則

・特定化学物質等障害予防規則

・建築工事安全施工技術指針　　　　　　　　　　　　 旧建設省通達

・建設工事公衆災害防止対策要綱　　　　　　　　　　 旧建設省通達

・建設副産物適正処理推進要綱　　　　　　　　　　　 旧建設省通達

・建設廃棄物処理指針　　　　　　　　　　　　　　　 環境省通達

・解体工事安全施工指針・同解説　　　　　　　　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・建設物の解体等に係る石綿飛散防止等対策マニュアル 東京都環境局

・工事写真の撮り方（平成２４年版）建築編　　　     国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　２ 工事実績情報

　　 の登録

請負金額が５００万円以上の請負者は、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報

を監督職員に確認のうえ、（財）日本建設情報総合センターに土曜日、日曜日、祝

日等を除き１０日以内に登録を申請する。また、「工事カルテ受領書」が届いた場

合は、その写しを直ちに監督職員に提出する。なお、変更契約日と工事完了日の間

が１０日に満たない場合は、変更契約時の提出を省略できるものとする。

　３ 概成工期 施工期間：　※契約工期の１週間前までとする。

　４ 電気保安技術者

　５ 施工条件

・適用する。　　　　・適用しない。

・施工時間　　　法定労働時間　とする。

・搬出入時間　　法定労働時間　とする。

・休日　　　　・土曜日　※日曜日　・祝日　とする。

上記以外の時間に施工する場合は、監督職員の承諾を受ける。

・施工順序　　　※指定なし　　・（　　　　　）から行う。

・駐車場　　　　※敷地内　　　・図示

・資材置場　　　※敷地内　　　・図示

　６ 施工中の安全確保

　　 及び環境保全等

松阪市の環境方針に基づき、環境に配慮した工事の推進を図る。

「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（平成９年建設省告示１５３７号）

に基づき、指定された建設機械を使用する。

　　建築物の解体作業中の騒音、振動調査　：　※実施する　・実施しない

「建設機械に関する技術指針」（平成３年建設省通知２４７号）に基づき、

指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。

労働災害及びその他の事故発生等を防止するための注意と、常時の点検を作業員に徹

底させる。

作業開始前に当日の工事打合せを実施し、公害及び第三者に対する事故防止に努める。

（１．３．９）

（１．３．６）

　７ 近隣等との折衝

　８ 発生材の処理等

近隣等との折衝に関しては、標準仕様書１．３．７によるほか、

着工前に十分説明を行い、施工中は苦情を受けないように努力する。

建設副産物に関しては、標準仕様書１．３．１１によるほか、

建築工事における建設副産物管理マニュアルに従い適切に処理する。

・引渡しを要するもの（　※ＰＣＢ含有機器類　　※ＰＣＢ含有シーリング材　　・金属類　）

・特別管理産業廃棄物　※無　・有（５、６章による） 処理方法（５、６章による）

・現場において再利用をはかるもの（　　　   　   　　　　　　　　　　　　　）

・再生資材の利用を図るもの（　※コンクリート塊　　※アスファルト・コンクリート塊

　※建設発生木材　　・建設汚泥　　・建設混合廃棄物　　※金属類　　・小形二次電池

　・蛍光ランプ,ＨＩＤランプ　　・硬質塩化ビニル管,継手　）

法律第１０４号）以下「建設リサイクル法」という。｝に基づき、特定建設資材の分

上記以外のものは、建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律｛（平成１２年

別解体等及び再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。

　９ 建設副産物情報

　　 交換システム

本工事は、建設副産物情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象工

事であり、受注者は、施工計画作成時、工事完了時及び登録情報の変更が生じた場合

は速やかに当該システムにデータの入力を行うものとする。

尚、これにより難い場合には、監督職員と協議しなければならない。

１０ 建設工事に係る

　　 資材の再資源化

　　 等に関する法律

（建設リサイクル法）

（建設リサイクル法第９条の規定による「対象建設工事」の場合に限る。）

１）契約前の事前説明

　法第１２条第１項の規定による説明（書面の様式については監督職員の指示による）

については、落札者は契約前に当該報告を監督職員に対して行うものとする。落札者

は、監督職員への説明時に交付した書面と同じものを契約事務担当者に提出するもの

とする。

２）再資源化等の完了の報告

　法第１８条第１項の規定による報告（書面の様式については監督職員の指示による）

については、受注者は再資源化等が完了したときは、当該報告を監督職員に対して行

うものとする。

１１ 施工の検査等

１２ 工事検査

１３ 工事写真

標準仕様書（１.５.２）により報告した場合、監督職員の検査を受ける。

工事が完了したときは、「工事完成届」「完成写真」（各１部）を提出し、検査日に

完成検査を受ける。

部分払の請求をする場合は、「出来高部分検査要求書」（１部）を提出し、検査日に

出来高部分検査を受ける。

工事写真　：各工種、工程ごとに着工前から完成まで黒板入で撮影する。

完成写真　：工事完了後、施工部分について黒板入で撮影する。

　　　　　　表紙を設け、「工事写真」「工事名」「受注者名」を記入する。

　　　　　　表紙を設け、「完成写真」「工事名」「受注者名」を記入する。

検査写真　：完成検査において、検査官立会いのもと、黒板入で撮影する。

　　　　　　表紙を設け、「検査写真」「工事名」「受注者名」を記入する。

カラーサービス版をＡ４サイズ既製品又は洋白紙に貼付け綴じ、各１部提出する。

デジタルカメラにより撮影をする場合は、データ管理を徹底する。（バックアップ）

プリンタにより印刷する場合は、表面加工紙を用い、印刷をしたサンプルを提示し、

監督職員の承諾を受ける。写真サイズはカラーサービス版程度とする。

１４ 設計ＧＬ

１５ 養生その他

※図示のベンチマーク（Ｂ．Ｍ）　　　ｍｍ　（現状地盤はＢ．Ｍ　　　ｍｍ）

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、

在来にならい補修する。また、必要に応じて付近の地盤沈下の状況、近隣建物の壁、

建具の建て入れ状況、内外装・土間等のクラック状況を調査・記録・写真撮影し事

後に備える。

１６ 火災保険等 工事目的物及び工事材料等については以下の保険に付す。

保険の目的　　※火災保険　　　※建設工事保険　　　※請負業者賠償責任保険

保険期間　　※工事着手から工事目的物引渡しまで

１７　完成時の提出図書

１８ 工事書類

※電子データ(CD-R又はDVD-R)　　２枚

　　作成方法は「営繕工事電子納品要領（平成３０年版）」による。

施工計画書及び承認図その他施工時に伴う書類で少量なものに関しては、着工時に

先立ってＡ４サイズの厚閉じファイルを提出の上ホッチキス留めにて提出するもの

とし、完成時に再度提出書類を引き取りインデックスを付けて提出する。

工事書類ファイルが３冊を超えるものに関しては、段ボールボックス（ゼネラル株

式会社　easy cabinet Ａ４用　EC-001）に入れて提出すること。

※本工事において、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方は松阪市内に１９ 市内企業等優先使用

　るよう配慮すること。

　本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する者の中から選定す

※本工事に使用する建設資材について、規格・品質等の条件を満足する者については、

　松阪市内産資材を優先使用するよう配慮すること。

※本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力松阪市内の取扱業者から購入

　すること。

　１ 足場その他 足場を設ける場合には、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」について」

（厚生労働省　平成２１年４月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」に

よるものとし、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、全ての作

業床について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置する。

足場の組立等作業主任者、積載荷重等を足場に表示する。

足場の定期点検記録を作成し、監督職員に提出する。

種別：　※脚立足場　　・移動足場　　・枠組棚足場　２ 内部足場

　３ 外部足場

　４ 材料、撤去材等の

　　 運搬方法

　５ 仮設間仕切り

　６ 騒音・粉塵等の対策

種別：　※枠組足場　・くさび緊結式足場　・移動式足場　・その他（　　　）

揚重方法：　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・Ｅ種

種別：　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

　合板又は石こうボードの塗装（片面）：　・行う　　※行わない

・防音パネル　　※防音シート　　・養生シート　　・設けない

（改 表２．２．１）

（改 表２．３．１）

　７ 散水養生

　８ 仮設現場事務所

　８ 工事看板等

解体作業時には粉塵等の飛散を防ぐため、散水養生を行うこと。

・設ける ：　規模(面積）　・10  ・20  ・35  ・65  ・100 m2程度

※設けない

公衆の見易い場所に、「工事名称・受注者名等」、「建築基準法による確認済」、

「建設業の許可票」、「労働保険関係成立票」、「建設業退職金共済制度適用事業主

工事現場」、「施工体系図」、その他関係法令等に従い安全看板等を適切に掲げる。

　９ 工事用水

１０ 工事用電力

構内既存の施設　：　※利用できる（・有償　※無償）　・利用できない

構内既存の施設　：　※利用できる（・有償　※無償）　・利用できない

　特別管理産業廃棄物、アスベスト含有建材又は特殊な建設副産物が有る場合は、　１ 事前措置

５ 章「特別管理産業廃棄物等の処理」、６章「アスベスト含有建材の除去」又は

７章「特殊な建設副産物の処理」による除去及び回収を行う。

　石綿等が使用されている建築物又は工作物の解体等の作業を行うときは、あらかじめ

作業計画を定め、かつ当該作業計画により作業を行う。

建築物等の解体に先立ち、各種設備の供給が停止していることを確認する。

また、部分解体の場合は調査を行い、解体物以外に影響が及ばないよう監督職員等と

協議行うこと。給水管、ガス管、ケーブル等の供給管等の切断は、関係機関との

協議及び申請業務を適切に行い、次による。

・ガス管：　供給者と協議の上、処理する。

・給水管：　給水本管の分水部分の閉止とし、水道事業者及び道路管理者と協議の上

　　　　　　処理すること。

・電柱、引込線：　施設管理者と打ち合わせの上、処理すること。

・電話線：　施設管理者と打ち合わせの上、通信事業者に依頼する。

・排水管・排水槽類、浄化槽・衛生陶器類：　汚物の抜取り及び洗浄・消毒を行う。

　２ 解体の方法 解体順序

建設リサイクル法第９条の規定に従い分別解体を行い、解体手順及び方法は次による。

ただし、解体施工の技術上これにより難い場合は手順を変更し、監督職員に報告する。

１）建築設備：（※人力　・機械併用）により撤去する。

２）内・外装材：（※人力　・機械併用）により撤去する。

３）屋根葺き材等：（※人力　・機械併用）により撤去する。

４）躯体：５ 解体工法に従い、騒音・振動に配慮し撤去する。

５）基礎・杭その他：５ 解体工法、７ 既成杭の引抜きに従い、騒音・振動に配慮

　　し撤去する。

６）構内舗装等

７）樹木：　・伐採　・抜根　・移植

８）地下埋設物、埋設配管の解体：　・行う　・行わない

※アスベスト含有建材については、第６章「アスベスト含有建材の除去等」及び改修

標準仕様書９章１節「アスベスト含有建材の除去工事」による。

　３ 解体後の整地 ・解体後は、次により整地する。

埋戻し及び盛土　　※行う　　・行わない

埋戻し土及び盛土の種類　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　Ｃ種の場合の発生場所及び受入量　　場所（　　）　　受入量（　　）

敷地の高さ　　・現況ＧＬ　　・図示による

塵埃、コンクリート屑等を撤去し、地均しをする。

舗装の種類　　※行う（アスファルト舗装）　　・行わない

舗装等を行う場合、仕上げ面に水溜りができないよう水勾配を取ること。

　４ 耐震改修、設備工

　 　事に係る成形板の

　 　除去

耐震補強工事や設備工事等に伴う床、壁、天井の取り合い部分の撤去（施工面積が小

規模なものに限る）に係るアスベスト含有成形板（アスベスト含有とみなすものを含

む。）は、「小規模な作業（平成１７年３月１８日　厚生労働省労働基準局長通知）」

として取り扱うこととし、石綿予防規則を適用しない。

ただし、保護メガネの着用、成形板の湿潤化、手ばらしなどの安全衛生管理、飛散防

止対策等については、適用する。

　５ 解体工法

　６　既成杭の引き抜き

・杭周辺掘削後ショベルカーまたはクレーンにてワイヤー掛けで引き抜く。

・杭周辺へパイプ・ジェット併用鋼管圧入後クレーンにてワイヤー掛けで引き抜く。

工法

解体原理と使用機械

・ハンドブレーカー工法

解体原理 機械の形式・駆動装置

・大型ブレーカー工法

　　　　 種類・適用箇所

　円板ソーによ 　　　　：円板カッターの

　　　　　駆動装置

　ワイヤーソー

　による研削

・スチールボール工法 　スチールボー

　ルで打撃

　転倒及び衝撃

　による破壊

　独立平面ラーメンとし、

適用性

適用箇所

（　  ）

工法

※圧砕工法

・カッター工法

　圧砕

　油圧による

　ノミの打撃

　ノミの打撃

　ダイヤモンド

　る研削

・ワイヤー

　　　ソーイング工法

・火薬類発破工法 　衝撃破壊

・転倒工法

・その他

　柱脚をＶカットする

・壁

・梁　　・柱

・基礎

・壁　　・床

・梁　　・柱

・基礎

・壁　　・床

・梁　　・柱

・基礎

・壁　　・床

・梁　　・柱

・壁　　・床

・梁　　・柱

・基礎

・壁　　・床

・梁　　・柱

・壁　　・床

・基礎

・梁　　・柱

・基礎

・壁　　・床

・梁　　・柱

（　　 　　 ）

・油 圧 式：油圧ポンプ

・空気圧式：コンプレッサー

　　　　　　ベースマシーン

・自走式：油圧式

・空気圧式：コンプレッサー

（　　 　　 ）

・自走式：油圧式

　　　　　　ベースマシーン

（　　 　　 ）

・懸垂式：クレーン

・自走式：レール式

・固定式：駆動装置

・ダイナマイト系

・コンクリート破壊器

・自走式：クレーン

・外殻鋼管付きコンクリート杭

・コンクリート杭

・その他

・有　・無

長さ（ｍ） 断面寸法 継手

・有　・無

・有　・無

杭の種類

K-01

10

31

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事
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　　　　　　・　　　　 ～　　 /　　とする。

契約日

大気汚染防止法の改正による都道府県への届け出

大気汚染防止法の一部を改正に伴い、元請業者は事前調査結果を

都道府県等へ報告し、一定期間保存すること。

官公署その

他への手続き等

10
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特記事項 NO.
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SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘

知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

６

章

　

　

ア

ス

ベ

ス

ト

含

有

建

材

の

除

去

及

び

処

理

（４．３．１）

４

章

　

　

建

　

設

　

廃

　

棄

　

物

　

の

　

処

　

理

７

章

　

　

特

　

殊

　

な

　

建

　

設

　

副

　

産

　

物

　

の

　

処

　

理

（７．３．１）

（４．５．１）

５

章

　

　

特

　

別

　

管

　

理

　

産

　

業

　

廃

　

棄

　

物

　

の

　

処

　

理

　アスベスト保温材

アスベスト含有吹付け材の使用時期の目安

使用時期の目安

～昭和５０年

～昭和５０年

不明

不明

～昭和５５年

～昭和６３年

アスベスト含有建築材料一般名

使用時期の目安

～昭和５５年

アスベスト含有建築材料一般名

アスベスト含有保温材等の使用時期の目安

　けいそう土保温材

　パーライト保温材

　けい酸カルシウム保温材

　水練り保温材

　耐火被覆板

　けい酸カルシウム板第二種

　屋根折版用断熱材

　煙突断熱材

～昭和５５年

～昭和４９年

～昭和６３年

～昭和５５年

～昭和６２年

～昭和５７年

～昭和５８年

～平成　３年

使用時期の目安アスベスト含有建築材料一般名

代表的なアスベスト含有成型板の使用時期の目安

～平成１６年

～平成１６年

～平成１４年

～平成１６年

～平成１６年

～平成１６年

～平成１６年

～平成１６年

～昭和６２年

～昭和６１年

～平成１６年

～昭和６３年

～昭和６３年

（６．３．２）

（６．２．１）

（６．４．３）

（６．３．３）

（６．４．４）

吹付けアスベスト

アスベスト含有吹付けロックウール（乾式）

アスベスト含有吹付けロックウール（湿式）

アスベスト含有吹付けバーミキュライト（ひる石）

アスベスト含有吹付けパーライト

アスベスト含有保温材

アスベスト含有耐火

　　　　　　被覆板

アスベスト含有断熱材

アスベスト含有スレート波板

アスベスト含有スレートボード

アスベスト含有けい酸カルシウム板第１種

アスベスト含有押出成形板

アスベスト含有パルプセメント版

アスベスト含有スラグせっこう板

アスベスト含有サイディング

アスベスト含有住宅屋根用化粧スレート

アスベスト含有ロックウール吸音天井板

アスベスト含有石膏ボード

アスベスト含有セメント円筒

アスベスト含有フリーアクセスフロア

アスベスト含有ビニル床タイル

（４．４．１・３）

（５．４．１）

（５．４．１）

（６．１．３）

（６．１．４）

（６．５．３）

　１ 解体材の活用等

注）解体材の処理に当たっては「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

　「建設副産物適正処理推進要綱（平成１４年）」を遵守して行わなければ成らない。

　２ 現場における保管

　３ 運搬及び処理の委託

建設廃棄物が工事現場から搬出されるまでの間、周辺の生活環境に影響を及ぼさない

よう、分別した種類ごとに適切に保管しなければならない。

　建設廃棄物の処理を委託する場合には、廃棄物の処理法の規定により、

委託先ごとに個別に書面で行う。

　運搬及び処分を委託した場合は、建設廃棄物の処理の状況に関する確認を行った

うえで、最終処分までの処理が適正に行われるための必要な措置を講ずるものとする。

　廃棄物の運搬の委託先は、廃棄物処理法で定める事業許可のある産業廃棄物収集

運搬業者とする。なお、運搬途中で積替え保管を行う場合は、当該廃棄物の積替え

及び保管の事業許可を確認する。

　廃棄物の処分の委託先は、廃棄物処理法で定める事業許可のある産業廃棄物処分

業者とする。

　建設廃棄物の運搬に当たっては、廃棄物が飛散又は流出しないよう適切な構造の

運搬車両を使用しなければならない。

　運搬経路の設定に当たっては、事前に経路付近の状況を調査し、必要に応じて関係

機関と打ち合わせを行い、騒音、振動、粉塵等の防止に努めるとともに運搬時の道路

交通状況を把握し、安全な運搬の措置を講じなければならない。

建設廃棄物のうち再資源化するもの以外のものについては、その種類に応じて、原則

として、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に定める安定型処分場、管理型最終処分

場又は遮断型最終処分場において埋設処分しなければならない。

　５ 処分

　６ 処理に注意を要する

　　 建設廃棄物

最終処分とする場合は、最終処分場の受入条件を確認のうえ適切に処分を行うこと

再資源化とする場合は、再資源化施設の受入条件を確認のうえ適切に分別したのち、

再資源化施設で再資源化する。

　１ 施工計画調査 特別管理産業廃棄物等の分析調査は、次による。なお、廃石綿等の処理は、６章「ア

スベスト含有建材の除去等」による。

・ＰＣＢを含む機器類

変圧器、コンデンサ及び蛍光灯器具の安定器等について製造番号等から機器製造所

に確認を行う。

・ＰＣＢ含有シーリング材

・第一次判定

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否の判定を行う。

　採取箇所数（計　　箇所）

　採取場所（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・第二次判定

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

　採取個数（計　　個）

　採取場所（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２ 特別管理産業廃棄物

　　　の処分等

・ＰＣＢを含む機器類

ＰＣＢの飛散、流失等がないように適切な容器に収め保管する。

保管場所：　・同一敷地内　　　・敷地外（　市役所裏保管庫　）

運搬方法：　※ＰＣＢ運搬許可業者　　　※施工業者（施設管理者を同乗させる）

・ＰＣＢ含有シーリング材

撤去工法：　「標準施工要領書（日本シーリング工業協同組合連合会／日本シーリ

　　　　　　ング材工業会）」による。

除去範囲：　（※図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保管場所：　・同一敷地内　　　※敷地外（　市役所裏保管庫　）

運搬方法：　※ＰＣＢ運搬許可業者　　　※施工業者（施設管理者を同乗させる）

　１ 施工調査 ※　行う　　　　・　行わない

調査事項

※　アスベストの使用部位　　※　アスベスト層の厚さ　　※　施工範囲・数量

※　更衣室等の仮設計画　　　※　処理物の搬出方法　　　・（　　　　　　）

　石綿障害予防規則における成型板等の飛散しにくい建材の解体に係る関係条項で、

建築物又は工作物の解体、破砕等の作業を行うときは、あらかじめ当該建築物又は、

工作物について、石綿等の使用の有無を目視、設計図書等により調査すること。

　調査の結果、石綿等の使用の有無が疑わしいものがある場合は、監督職員と対応

を協議するものとする。

　石綿等が使用されている建築物又は工作物の解体等の作業を行うときは、

あらかじめ作業計画を定め、かつ当該作業計画により作業を行う。

注）建築材料の確認に当たっては「建設業労働災害防止協会　平成２１年」など

　　にて確認を行うこと。

注）建築材料の確認に当たっては、国土交通省／経済産業省「石綿（アスベスト）含有建材

　　データベース」などにて確認を行うこと。

注）建築材料の確認に当たっては、国土交通省／経済産業省「石綿（アスベスト）含有建材

　　データベース」などにて確認を行うこと。

　２　粉じん濃度測定

　３　専門工事業者 工事に着手する前に、工事に相応した技術を有することを証明する資料を、監督職員

に提出すること。

・　行う　　　　※　行わない

　４　アスベスト含有吹

　　　付け材及びアスベ

　　　スト含有保温材等

　　　の除去

適用箇所　　　※　図示　　　・　（　　　　　　　　　　　　　）

除去工法は解体共通仕様書及び関係法令等による

※　アスベスト含有吹付け材の除去にあたっては、（財）日本建築センターの「建設

　　技術審査証明事業（建築技術）」による「吹付けアスベスト粉塵飛散防止処理技

　　術」の審査証明書を取得している工法とすること。

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　密封処理（二重袋梱包）　　　　・　セメント固化　５　吹付け材等の除去

　　　物の処理

　６　アスベスト含有成

　　　形板の除去

適用箇所　　　※　図面及び仕上表等による　　　・　（　屋根：カラーベスト

　　　　　　　天井：ジプトン　　軒天：大平板　　床：Ｐタイル　　　　　）

　　　　　　　※　含有が疑わしい場合は、アスベスト含有材とみなす。

作業条件　　　※　散水等による湿潤化　　※　手ばらし　　※　保護具、保護衣

　１ 施工調査 特殊な建設副産物の使用状況について、設計図書及び目視により製造所名、製造年、

型式、種類、数量等を調査する。

　２ 　特殊な建設副産物

　　　　の回収及び処分

運搬、回収及び処分の委託先は、関係法令等の規定に従い、委託先ごとに行う。

※フロン

冷暖房機、冷蔵庫、冷凍庫の冷媒は、関係法令に従い登録回収業者に回収を委託し、

フロン類破壊業者により破壊又は再生利用し、解体証明書を提出する。

・ハロン

ハロン消火設備の消化剤は、オゾン層保護法等関係法令に従い、ハロン消火設備

設置業者に回収を委託する。

・イオン化感知器

イオン化感知器は、製造業者に引き渡す。

・六ふっ化硫黄ガス

ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等、受変電機器に含まれる六ふっ化硫黄ガスは、

製造業者に回収を委託する。

・ＰＦＯＳ（ペルフルオロ（オクタン－１－スルホン酸））

ＰＦＯＳを含む泡消化剤等は、廃棄物処理法に従い、処理業者に処理を委託する。

・特定化学物質

特定化学物質は、特定化学物質障害予防規則等関係法令に従い回収又は処分する。

・その他の特殊な建設副産物

その他の特殊な建設副産物は、関係法令に従い回収又は処分する。

（５．１．２）

（４．２．１）

（４．３．１）

解 体 工 事 特 記 仕 様 書 ( 2 )

K-02

解 体 材 施 設 処 理

コンクリート

コンクリート及び鉄から成る建設資材

木材

コンクリート・アスファルト

金物（鋼製建具等）

不燃材（ＣＢ、外装材等）

　再資源化施設（コンクリート破壊施設）

　再資源化施設（コンクリート破壊施設）

　再資源化施設（チップ施設）

　産業廃棄物焼却施設

　再資源化施設（アスファルト破壊施設）

　リサイクル業者

　産業廃棄物埋設処理施設

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

２０２２．１

（ 第 ２ 期 ）
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Ａ２：１／１００

多目的室F

CH=3,050

準備室

CH=3,050

多目的室E

CH=3,050

掲示板

Ｗ3600×Ｈ1200

黒板

Ｗ3600×Ｈ1200

黒板

Ｗ3600×Ｈ1200

ｽﾃﾝ流し

Ｗ600

ｽﾃﾝ流し 3台

Ｗ1800×D550×Ｈ800

27,000

1,800×5 ｽﾊﾟﾝ　=　9,0001,800×10 ｽﾊﾟﾝ　=　14,400
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1,800

1,800×2ｽﾊﾟﾝ

平 面 図

（ 解 体 工 事 ）

美 術 室 棟 　 平 面 図

K-03
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